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金沢大学ワンダーフォーゲル部 OB会
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注 ;初めはスキー合宿だけでしたが 3E44年
冬より冬山合宿が始まり,以後ずっと継続され

ております。)本年は盛島岳?に決定している
と,帆 昔のよう|こ 酢 以菌紛 ,何力爆終日

標の山があるのか 闘くのを忘れましたが き

っとあるのでしょう。

4)新しい部室鷹 ワングルだ0ナで一部屋靭

していた以前とは違い,大部屋で,田いも何も

ない空間だそうです。何を当局は考えているの

でしょう力、 本当に理解に苦しみます。この大

部屋部室に,私が時計を近々持っていってあげ

ようと約束しましたが 仕事で角間キャンパス

ヘ日参しておりますにもかかわらず 今日現在

実行されてはおりません。本年中には何とか―.

5)今ヮングルが「一番欲しい,必要としてい

るものは ?」 という証避ては 昔はテントカ‐

番 ホエープス (今でもあるのか?)力蠅

と相場は決まっていたように思います。現役諸

君の話を総合的に判断すると,何となく昔と同

様でしたが 切実な感はこ′ませんでした。現在

は物質文明である事が良 く判りました。

6)――――一―

以上で終わり

尚,当日はOB会の役員会も兼ねており,二
凍肺隣ギギ|‐  ri・″lFl■■・II
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三の決め事もしましたので 事務5の舟回さん

より 皆様に御連絡されると思います。

その中で 会臀払込対象OBは 4'名強です

めヽ 払

`済

の方は現在 三分の一強です。忙し

い生活を送って,,る OBも人勢おいでになる害

なので 露ち着いた頃に1ま きっと会費を払込ん

でいただけるものと信しております。次のOB
総会まで1ヽ この様な考えて 全OBの方々ヽ

の申 していくという事で こ規 下さ

るようお願い致します。

最後に,麹奎の冬は為実にはあまり恵まれませ

ん力ヽ 食べ物には大変意まれています。金沢に

何年も御無沙汰してぉぃてる方がおぁりでした

ら,北陸の味を思い出す驚 詫 計画し,その折

新しい部室も訪問したらい力勁そ しょうヵ、
では皆驚 お元気でお過ごし下さい。

昨秋に続き今年もBtめ3池力桁われ 総 りに/」 F雌 泊可能となりました

多大な御協力をあリカくとうございました。

きてこの機会に,「改修披露Jを趣旨として 「月見の宴Jを催すことに致しました。

昨夏のも周年記念曹 子が8天により中止となり 山恋のエネルギーを持て余されている方
々も多いことと存じます。倉谷

" KUWVの
歴史の刻まれた砿 励 ||ダムから1時間強

といっても なかなか謝ねられないのに ヮンケリレの伸間もいてこそ鰯 しヽい土地の思い

力颯 いためてはないてしょうか?

主催はOB気 各種連烙や会計事務を担当し,現役には現場週テを依頼します。日時は

来年度新執行部が誕生してからご連絡しますが,現在Jヽ屋作業にあてられている9月 ヽヽ

あたリカ靖力で九

つきましてに 同封の一言潮言葉書の所定欄にて,参加希望をお知らせ下さい。参加概

数を把握して 企画を練っていきます。次回会報('5年夏う に,正式の案内状と,参加

申し込みはがきを同封します。

くこれまでこの種の企画に 初代BH完工後 α罰麟 11月) 二代目BH完工後 鯛

和Ю年109)|こ とりおこなわれました。その他にBHへ 03諸ヽをこ惚待したの,ユ・ 昭和

慇年11月 の部創血 5周年記念 繭 勾
=高

訥疇昨 となっており 15難 の13回忌を行

った昭莉靭 年 5月 力ヽ 騒になるようです。イ、屋働 載 した近年ではOB御招待といっ

た企画が出てくる余地もなかったようてした。

今回 昨年度の漱海部

“

期生からの雰力により/」 Eが宿泊可能となり このような企画

をOB引則から立案致しました。しかしながら,後の」道繁業の議 をお読みいただけれ

ばわかりますように,小屋つ耐周年数はほ劇 きヾております。現翻 本で判断してもらえ

ばよいといっても,一年限りで交替していく執行部には「どちらのJ結論も出し力颯 重

過ぎる課噸にあることをご理解いただきたく思|ヽま嗅

あるいは今回力ヽ BHにOBをご招待できる最後となるかもしれません。秋の夜良 倉

谷の流れにありし日々を増節 しヽみながら 祭 についての勧 轍 きれIJ可よりと思

います.も ちろスぁ 纏 ぎのみで終わりましても な動 の趣首の方は全うできます

ので 十三分にアルコールを用意されて,お越し下さ|ヽ >
1

来 秋  B Hoこ c 
「

月 見 リ ー J を 開 催 !
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OB会 役 員 会 σp活 動 径 過

と OB関 福
～
睛 幸寝

(解 はEl時の確定していないもの)

7月 6曰  OB会役員通信Ю 5発送

7月 13 E OB会 8ヽ褒
= (坂

尻 舟田 Jり

脚 1 '知 0つ  栃尾 中

"D
7月以8 19期達磨知香さんの夫 罠T山で

遭難騒ぎ 翌日無コ憲 される

,月

"日
 2時 員 江口 専カ エさん死去

OB会より春I11万円

8月 17日 現役に新人部員分の記念誌を譲渡

3月 14B 夏役にJ颯ヤト業特別援助金 5万円を

差し入れ

9月 16●  CB会役員会週事 06発送

9月 ■  原詢暉

9月′日 OB会役貴麹 割07発送

10月 5□  OB会投員会 ならびに現役3口生

との懇親会

10月 10日  OB熱 簿の歯 丁版原稿ヤ咬 に倉)

10月 19日 各期連絡員に名簿の確認溌送

10月 輩  払さ膊冦結十C鳥り

一言通

―

     (坂励

10月 18日 ■役より原稿入手

11月 19□  O BFイカ員銃 0ヽ8難
11方 10日  名簿動 L上げ 発送ラベルm大

G勘
ELF(中,D

財 事工 Gり H'

11月 下旬 会報発送 (樹 1 久_Jl

以下 役員会にて決めたことを紹介します.正

式には 総会にて承認を受けるべきこともあり

ますか とりあえ鉤キテ錆誤・
~中で書処を図っ

ているというあたりで報告しておきます。

メで全F肇 に ― し ヽ ‐

おか Ittて順調な払込をいただいています。

会引上の区切りは 次回総会までとし,総会ま

でには完納をお願いしたいと存じます。

払込をいただいた方のご芳名は男!記 してあり

ますので お忘れの方 他の会費と湿司し不明

となっている方はご確認下さい。

今後ゆ 方と単年度払込者へは 会報夏

号にのみ 払込用紙を同対していきます.払込

済の方へ|よ  信 趨富tまがき綺 入します。こ

ういった仕分け封メ、と その確認作業にはた||

^んな時間力ヽ かヽります。一律の作業で済・・ま

すよう できるだけ連や力■こ払込を終了されま

すようごl●
‐下さい。

支:ムについては 総会まで
'よ

金額の大きな

ものについて適宣報告とさせていただきます。

年二回の会報の発送と 1暇■哺辟競iの何口分

かの連絡妻を優先確蘇 したうえて 技 引υ兄も

見なから■,―件の支出について協議 決定し

ている蜘憲です。 臨 BHがかなりの金額に

なる筈で tレ たわ` あねか らどうもi旨予していな

いようです。l・i.OB会響い方は現役にも配布

されています。

'

また 学生OBの購 について 「肛か0り

の間1ま免験 J●案もありましたか  「現役時代

にtま部費と山岳腋 を,■しているのであり,

二千円のOB会費つ鸞 至|(■■額に11る とはい

えないJと ιヽう理由により, 4回生終了●2年

から 葱 払4対象となることを11記● ま́した.

Iヽ 療誨弔 ヨ財
`こ

―pし ヽマ
=

1月 末 21期連絡員の江口さん力せ くならな.

03会より1万円を言典として包み 役員OⅢ

ll人に参列してもらいました。日●ζ7年目

`連え,適憾ながらこんな1封じも増えてくるものと

森の大将 イラスト竹中 敏

自然メし,号より

ト 」
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flc8されlFす。遠方のOBの言1報の場合はどう

するのか?言熾 OB力絵費麹 mと 解釈し

てもいいのか?)の場合はどうするのか?OB
会の基盤がしっかりしないうちは 慶弔細劇ま

では決めかねるということで,ケース パイ

タースで今しばらく対応していくことにします。

追衛■411こつきましてlt現在まだ協議してい

ません。実の所 この8月 にあった商原さんの

追南山行では 事前に連絡をとるのを事務謡

が忘れてしまいました。ご両親も出席されてい

たそうで, OB会からの花東といったもので,

わずかでもお慰めてきたらよかったのにと思い

ました。多くの方縮 してしまうことだけに,

これは知ってワ謬υヒして, その山行のCL力蒲

報は何となく入ってき 紙面だ載せることが●l

能です。どうしても, 1桁代OB● 着手OB
からの情報が 抜けてしまうのです。

「
んじ樹ヨ爛」で多少のカフヾ―はできるものの,

どうせ莞 テするなら, ヮンゲルの情報に関して

lt会報を見れまわかるとか どの代のOBに

も楽しみにしてもらえるようにしたいと思いま

丸

以上のItllか ら下記の3氏を (+サポート1

名)を役員に追加することを決定しました。

5期 稲葉 正己氏  (7期 村口 輌

29期 高木 美保氏

“

期 奥出 俊=氏

求し易い体制にしておいた方が よいのではと

思います。次口協議してみま九

1)通信螢を03会で負ユ

2)役員会通信を発送

3)議 会への出議 はなし

ザせ響愛獲護彙肇力rII。こ■)0｀■ご

OB会驀 に 総会前に,実行委員会で

麟 本人の承経 とり 絵 ではそのまま御

承認いただく形をとりました。

その際考慮されたのは 役員を各年代に散ら

すより,ある世代に固めて動き易くする。次の

総会で,役員全体を次の世代にくり下げるとい

った体制にした。

それに 1眸前のOBり の際 各年

代の意見を興 上ヽげるため役員を分散任金した

のですか 年代差の広がりはライフスタイルの

ずれともなり,無理をして出席しても話か合わ

ない 楽しくない―と,役員会自体が開催不能

になっていってしまったことへの反省からでし

た。

露 現在わずかの時間をやりくりしながら

も OB会の機 羅器できているのは 年代

を回めて 動き易くなっているおかけです。そ

の点では 選出の姿勢は間違っていなかったと

思います。

ところハ やはり欠点はあります。会報の編

集にかかってみると、役員のいる世代からの情

といった鑓 で,特に会朝

^の
儒 随絡をさ

がけていただくことにしました。 ll■kには0‐b

が多数のため, 7期村田氏にもご協力をいただく

ことにしました。

以上 各氏に
~F承

いただきました。

☆ 会 報 発 行 ‐邊g寸子嘩

0こ ■,い  こ

会報は今後 夏号 (7月 )と冬号 Cl月)を

詣 テしていきま九

夏号 -OB趨罰彰ヽ 鶴

新輛 テ部紹介 夏合忠 他¨

その年度の年会贅鵬困留多ヽ

霧鍵卜 は■議暗 はがき

'入冬号 -OB遭富紹介 寄稿

現役紹介 合宿 」ヽ屋作業報告

OB名飾

一言通信はがき 二律5ヽ

倍簿如 の時に 肇い を業者に数 D

l年に2回の猪 子ペースなら 郵倒うの転送サ

ービスカ劇用でき,転居先不明をカソヾ―してい

けそうです。一言潮言はがきについては 即記

-4-
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入 投函されて,以後の作業が円滑に進みます

よう御協力下さい。     ・

また 発送に関しては 役員のうち,糊1氏

久富氏が担当と決まりました、 彼等断 03
をリストアップし,年 2回― IF術 事が

ある時は増える場合もあります。)を公平に振

り分晩 電話で3/~凝 るそうで丸 2年

の間 こ1度出ていただくくらいで済みそうです

の4依 頼がありました時にはよろしくお願い

します。

その他 観 会でのよもやま話から一

□新入生勧誘について一箸 ば勧誘濯嗣いや り

にくかった。立看板を禁止されれ 山岳部は

それでも作って立てていたが 早連撤去され

ていた。また.説明会場が指定されていて,

その教室へわざわざ出向いてもらわないと説

明できない状鐘になっていた。あれでは元々

ヮン

'ヽ
こ入ろうという意志のある者しかキ

ャッチできない。今年勘誘にあたった2回生

雌 では多い方なのだが それても9名獲

得という線 で級 )っ たo

近年でヒ 同好会といった軽いサークルの

方が好まれている。アウトドアといっても低

乱 中ではサイクリング部機 やはりか

っこいいのでは?

畷 な出ているPWでは 車を使うのは半数ぐ

らい (む しろめ 。革まで戻らねばならない

制限が出てくるので,主流ではない。

口足りないもの一?今もヮングル精神にのっと

り,ゴミ場などは 構内騎 ら痛 昔してき

ているとのこと。「テントは?」 と聞くと「

そんなIItは部費を臨時徴収して賄っている力く

―」。ここでP審議長はきっばりと,「そん

な物をもらうと,も っと備品の扱いが悪くな

るからダメ。」と断亀  「僕達が入った頃に

使っていたテントより,その後買った新しい

テントの方噸 メひとい。新しい方を使い

たがるせいかもしれないが こんな状麹て安

易にもらうと もっと満 の扱いう藩 くなる

から,いいです」…ワンタ ι精神は腱在て丸

備品については リストを作り それぞれの

耐周年数を考慮して,解 ヨ価 をたてること。

それて不都沿があったり,また03との行事

のために不足が生じるようであれは OB会

の方でも協議してみるから連賂をくれるよう

伝えました。

□山小屋の議 というな 表札の古いのはどう

すれば?そ のまま懇けておいた方がよいのか?

―特に言われがあるとかは闘いていない。そ

¨ 作業をした代が 自分達の記念として

自作の物を懸けておけばいいので1よ

EIL小屋への上がリロに案内板のような物を立

てれは 他の力 こも利用してもらえるのでは

-7」 Elこ ぼ曹曖責任がある。善意の利用者ば

かりではなく,特に火の鰭未がN転 ワンゲ

ル関係の者なら案内板がなくてもわかるので

あり,利用したい人はあらかしめ部へ層ける

の利 したがって案内版は不用。また鍵

もつけるべき。 健 の番号l‐ ついては 事務

局でも控え,次の機会には会議に載せること

にしま丸 )

3m■ョ t行事も冬合宿 春合宿を残すのみ

となり 肩の荷を下ろしたような安堵感が標う

一九 いよいよこれからは就職靭晟 載が場の

振り方を決める時といった繁適感も漂わせてい

ました。OBの方は自分達が現役であった頃の

活動なども紹介し 反省やアドバイスを交えな

がら,彼等の半年の労をねぎらいました。今カ

を合わせてし`る友が一生の友になることを 0

Bからの究極の助言 (?)と して懇親会を締め

くくりました。

卜 ヽ

-5-
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票 想 錯 朝 欄 よ り

楽しい近況報告の数々をいただきました。払

込を急がれるあまり 翻宮欄を書き損ねた方に

今回同封の一言溜
―

用して,近況をお

知らせ下さい。IIt,「 OB会贅ですJのみは削

除|ヽたしました。 似ヽ 機 頸 に掲総

*誰かが云った。「中年とは少年の日の夢のリ

ターンマッチの季節である」と。私は今 カミ

さんのヒモとなり,少年の日の第 天文学 ∝

体物理論 の研究者たらんと努めんとする色

3期 日村 昭夫

*こ のせて恨めしいもの一動けない年の夏の晴

ん でもキャンアなら楽しめるかもしれません

な、 にれば鳥越さんあて)

7月 Z日 は目減 現役時代に行けなかった所

が次々に畿 _も しかしたら そうやって宿題

をいくつか残しておいたの力呟かったのかも、

15期 舟口 鏃子

*無理をしてOBだよりを編集される必要はあ

りませ紘 会嚢は金沢を中心としたOBの活動

に使って下さい。   5鯛  山田 充

*霊仙,伊次へは時々登っていま九 今夏は大

学 高税 4■の子供を連れて●ILコ■へ行く

予定です。厳 はMX'蛾 lNeの クラブヘ入っ

ているようです。現役つ方はいつまでも思い高

に残る良い体験を楽しんで下さい。

OB役員の方 御苦労さんで九

9窮 吉日 幸造

*例常こない享い糠 明けで,メ劇望シ 自ヽく輝

いています。現役部員の皆様の心は夏合宿に馳

せているのではないでしょう力、安全への配慮

をおこたりなく,万全の準備を奎えて無事な山

行を祈っています。

またOBの事務局の方には大変ごくろう様で

す。今年の夏もことのは力選 きがしみるのでは

ないでしょう力、姉 お身体を大切になさっ

て下さい。      13期  補正 徹

*いつもお世話になっていま丸 今後ともよろ

“

期 村井 匠

*OB会の御世話頂き感謝しております。不況

の0景 気は底を打ったと言いますが厳しい中

て項恨っていま九 株日にし」松市或い師

'H
県の近隣の山に登っていま九

3期 西尾 皓史

*部屋の窓から富仙 をりめながら囀 の

日々 を送っていま九 秋になったらあの快れた

宝永火口
～

テってみようかと考えています。ハ

ンドパワーにマイッタ安達より。

η期 女達 敦子

*御世話の方大変でしょうが宣敷くお願いしま

1期 袖田 蜘

しく。

す。

*御苦労様で丸 子供達も大きくなり K/1、 3と

小2)そろそろ親子で山登りが楽しめるかなと

思う今日この頃で丸  21期 大沢 安―

ⅢOB会役員の皆餞 御書労きまです。城内の

擁夢 とうとうなくなり寂しιまい しま丸 昨

年の動 有犠唸の朧
=寄

ったの瀕 期になっ

てしまいました   期 極口 隆樹

*OBい で視

…

教

員を務めておりま丸  "期 浜本 信一

*昨年曖2が亡 くなったりして何となくなしく

慌ただしい 1年で,夏にあったOB曇こも出席

したいなと思いつ2あ っという間に時間が適

ぎていってしまいました

現在嗣 博窪 の子供を3メ●い え,石引にあ

る国立病院向かいの薬局で′ヾ,卜 のおばさんを
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*ただただtしい毎日です。31っ越しました。

4期 鈴木 画

*御書労様です。今後のOB会の活動に期待し

ています。また機会があれば参加させて欲しい

と思います。お金 1菫つ 分ヽ 5年分ということ

て九  御 好 の分も含んでいまつ

鋤 爛 凝 期 鮮

*署い日が続きますとヽ 4月 から住所が下記の

ように変更になりました。永族麓という夏休み

がかせぎときの職場に勤めるように
',た

ので

夏山に登りにいけないのが残念r■ しばらく

は家で 2万 5千分の 1の地図をながめるだけの

日々が続くようです。てもそれがけっこう楽し

*1可場合宰 行ゝわれたら そんなものも会報に

2期 石地 隆司

春の地はいつ訪れてもいいものですお、

11期 刻 い 功

*幹事師苦労篠です。楽しく読ませていただき

ました。      6期 松縄 宏

とやら 。

*ご くろうさま。よろしくお願いします。

6期 満 進

*昨夏なつかしい仲間と久し振りに顔を会わせ

てから, はや一年が過ぎました。次の機会には

他の神間も集まってくれるよう自分からも働き

かけたいと思っております。

夏には自由が立山,できればなつかしの雲の

平あたリヘと思っているのですか どうなるこ

8期 大日 昭一

のせてみては?

*署晦
・

事ヽし上げま九 8/1-8/5

娘力や 学校主催の夏山登山に参加することにな

りました。中房温泉から燕岳 帯念岳のコース

です。 仲 高生諄D現役の夏合宿にHパー

ティというのがあって,"証 misすることが

あったらステキなのに一なんて想像しています。

照渥 の娘なので「どこかでKt WVの文字を見ら

れたら, どうぞ声をかけてやって下さいJの御

要塾 こはお応えしかねるとtム思います力ヽ 反対

に愛知淑徹 こは声かけしてやって下さいね。

13期 業国 茂樹 訓子

*金沢の香り,ありがとうございました。私も

8/15に機械科の同窓会で金沢へ行きます。昨

年はOB会 一昨年は講座の

"周
年 これご3

年続けて金lFtの地を訪れることになりま丸 青

*「やまざとJを読ませていただきました。四

‖ もヽ縦喀)り ,こど き欲 ワンクラレ晰 lヽtyの

藩 _耳なれない角間キャンパス云々と言われ

れば 益力わ力靖春の心の出剛よ 遠きにあり

て思うもの一の感架き'm夏真盛りです。,役

諸君 eえてみ暉 ,私の子供と同世代か―)

の活躍を祈っております。

9期 谷直 麟

*"期の

“

Lご迷惑をおかけ

しまt′た。今春の卒業後も,学生のふりして角

rBIの図書館へ通い,公務員試験勉強のかたわら

夕刻にはしばしばトレーニングに出没していま

丸 輪 じしない機 の中にし ま続 の

若手OBをつかまえて,「・‐ンゲルのジーコ」

などとのたまう著もおりますが そこはそれ

精割 り支柱という意味も含まれているのだナと

書意
`こ

解釈しています。 (寿き
'よ

気晴らしに

,ソ カーに行っているだけでつ

務  奥彙Ц 俊|^

*OB会の運営ご苦労様で丸 大変でしょうが

頑張って下さい。4性が約1(湘晋関わってきた

住宅国地が完成しました。そこには学生時代か

卜ヽ

-7-
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*いつもフングルからのおたより送ってくれて

ありがとうございま九 住所力変わったので連

絡します。部勢前入できません よろしく。で

も連絡下さ0ヽお、 僣場編 ―???)
メ鰤輯 は今短い夏を満喫謳歌していま丸 牧草

の種にましってきた西洋のか あちこちに咲き

みだれ 花びんのたはたえることがありません。

冬は凛上の畑 こ ラデイッシユ ベんり菜など

ら好きだった自然林に囲まれた大きな池をもっ

た約 7ヘクタールの公園があります。そしてそ

の時に温泉があるんで丸 ぜひ一度おいて下さ

3期 鈴木 兵―

人があれば 立ち寄って下さい。

期 林 鷺

*fISの多忙からしばらく山行もままならなか

ったのですが 健康上のことも考え,月に一度

位醜 の山を歩くよう心がけています。

Ю期 寺本 典生

*4月に結婚し 住所か下記のように変わりま

した。新宮市立丹場」洋較に勤務して2年目に

なりま九 年に2-3回颯めの登画を続けてい

ます。今年は宮之捕岳に奎る予定て悦

鈴期 嶋口 雅昭

*いよいよ夏合宿の季節です″、 気をつけて頑

張って下さい。当方も現役の時のようにはいき

ません力今年は家族で自馬岳にいく予定です。

OB等 の雛 にはお世話になりっばなしで

怒縮しております。今後共よろしくお願いしま

|ヽ。

の収穫に忙しいて丸

14期 仁藤 早苗

そうです、

いと思います。

*お世話 こ電労さまです。

6期 中用l皓郵

*1.昨年の自由行 断念がほしぃ。

2.ボチボチ

…

    (?)て,将来に備

える。

3 脚 健闘を祈る。

4期 森島 稔

*役員の皆さん 菊闘見の皆さん お世諭 こな

りますが よぅしく! ∬期 金丼 澄

*暑中お見舞い申し上げま丸 便りを受け取っ

たら,すぐに麹 計 、行かないと忘れてしまい

12瞬  口油   ぅ

*「やまざとJありがとうございま丸 子ども

が3才になり2人めがまだおなかにいないこの

夏 昨年とうってかわっての好天続き,山に行

きたくてうずうずしていま九  は つ林ヵが

ありませんが → 。いっか子連れて自由へ登る

のが夢です。いつもお世話して頂いてす0ませ

す。

な

15期 坂尻 忠芳

ネ鳥越さん病 です,帆 議が関期は今年5月

連体の間ロ

ー

皆めてたく結婚しました。

(ちなうに一番手は広口氏 臓姓石船

03会発足で懐かしい情報が還くにいても知る

こと,凶出来ることに感はしていま丸 期の酪

員として微力ながらお手伝い出来ることをした

る期 山口 雪枝

*幹事こ害努様で九 当方のい って

いるので再J止願いま丸 9期 保日 致

*暉跡 様で丸 金沢から違く離れ 小さι浮

供に追われて,山へもЮ年近く登っておりませ

ス。 自動車の窓から山を見つめるのみの日 で々

九  傷古屋て,ま そう高い山はにとんどあり

ません洲 21期 加藤 万里子

*1万円は会気 二十円は先日亡くなった21期

江口 ollQ●lさんのお通測こ集まったёB
から生花代渚微収し,余った分ですもカンバと

翔 蹄 騰

*9/4-12/17はタイヘ出亀 '95は 1月 よ

り7カ月間スリランカの予定で丸 避びに来る

-8-



して受け取って下さい。
"期

 久富 象ニ

ホ動栃努う認に更 石
'II尉

罰劉察

"削
跡 メ癖

16奥月 夢ミ セ腱甚家

*日頃のOB会活動動 で九 制 期も

久 tン振り0こ畔  9 2 D近 江 須賀谷

温泉て行いました。来秋また集まる約束をしま

した。また,な 島ヽ君の世話で東海ワングル会も

'94 6 11に集まりをもつこと力で きました。

17期 渡辺 和文

*御著労様で魂    1瀕  宮島 孝司

*「やまざと」ありがとうございました。去る

5月 中旬に久し振りに金沢を訪れましたが 新

キャンバスに行く時間がありませんでした。

観役霞期と間くとなんと時間の経ったことか

と思います。事務局 在金沢のOBの方 仰々舌

難 です. 6期 石橋 毅

*OB会読読みました.定期的に会誌を出すの

ほ メ酔 のいるX‐
‐
rulのかかる仕事で塊

諸幹事の方々には感謝しま丸 今後も継続をお

願いします。 8期 永谷 洋三

*送翻
"遅

くなり,申し訳ございません。5ケ

…

」任して齢 しまれ

韻 の層請に ttた変衝苦労鰐縫セ電 報 報

手書きの振週嘱鰤 こ蹴 致します。

1,調   艘じ手  軽次

*OB会事鞠筍の方 ,々精力的に活動していた

だきまして 会黎蒙熟滅 る度に心の中で頭を

下げています。

私の動務先のな奪校は鈴魔峠のふもとで,つ

ねにおいしい空気を存分に吸い, しあわせて丸

その為か いたって達者です。

期  盤りII E機課ヨt

*t~711万 PI1    3期 施本 f12

*送金力罐 くなりました。41Lも多忙な□ を々

送っています。 13動 伊藤 範檜

*足の方はいわ セすか? 2期の中
―枷輌 岩嘔 鬱 記 2期千権ロ

期 諄 願

*い ろいると御嗜努様で九 なかなか大変そう

ですが 今後ともよろしくお願いします。

M期 清家 雅幸

*こ こ数年山から海へ転向して コットや釣り

を楽しんています。今年は本当に久し振りに友

人家族と お葱 こ自由に登り,子供達になと違

った山の素晴らしさを体験させてやりたいと思

っています。 15J痴  醐   結

19明   佐野  吏

*遅くなりました。  2動 神谷 り延

*やっと自宅より通勁となり,家に戻れば子供

はそれぞれに家を出てしまっており,単身時代

とはあまり変わらぬ生括て九 大学も角間に移

り段 遠々く感0られる櫛 こなりました。現役諸

君の活躍を祈りま丸  3期 登内 部夫

*苺年 北岳とその周辺の画に2-3コ 程度登

っておりますな 若者の姿が少なくなっている

のを感じま塊

現役の方々には 多くの山に登って,多 くの

人に山を愛することを伝えてもらいたいもので

九

*神戸から再び東京に移りました

Ю期 金傑 広

*今年 4月 より下記の通り住所が変更となりま

したので,ご連絡申し上げま丸

29m渋谷 瑠 テ

*「やまざと」懐かしく読ませて頂いています。

あの部室が無くなるかと思うと本当に寂しい思

ト

-3-



いです。ところで 私は3月 26日 に卜記の住所

に3っ越しましたが 皮肉にも4月 1日 で北九

州市に転動となり,単身生活れ らヽれていま

す。とはいうものの5時間半て帰れるので は

ば毎週土日は鎌倉て通ごしています。

最後にOBの方々の時間を割いての編集作業

に欲頭が下がる熱 でヽ塊 これからもよろしく

もなかな力■ けなくて,遼い存在になってしま

いました。

正月皆集まって飲んだ歯力銅い しヽいてす。

1醐 山内 政司

*OB会役員の皆餞 衡苫労様です。

女房に押されてテントを購入し,親子3人で

オートキャンプケ

“

子ってきました。しかし

あれだけ整備され 又 RV車の申 たい

な所で,キヤンプの
―

としては今一 端提

できないものでした。熊や暴漢に襲われること

はないでしょうけ4 F期  清水 重仁

お願いします, B窮 井上 茂良

*潔墜 こ培努様で九 3期 安藤 道子

*東京に変わります。忘れていて遅くなりまし

た。        6期 合津 尚

*OB会梗り楽しく読ませてもらいました。な

かなパ テ事に参加出来ず残念です。

最近になり又山歩きに関醐 て来ました。

3月 に入り,日光自根山α70を 登って来ま

した。何年振りから山歩き,自信になりました。

5期 ルI島 勇

*通信楽しく読ませて頂きました。

8/mC「_香りん寿し GttrlDにおいて

2級 7人が集まって同窓会を開きました。その

後 金大跡地を歩いて片町へくり出しました。

「+何年の時をとびこえて,すんなりとみんな

がなじんでしまう
`ヮ

ングルってやっばりすご

いネ !」 はBURlからの葉書です。ばんとに

楽しい一班でした。

なれ 今画 の住所

―

把握

できました吹 追って連絡致しま九

機 森 鰤 好

*刑奎 富山は 身の私の辞書には 「永不足J

という言葉はありませんでしたか 今年の知多

半島の異常潟水には 水のXtDさ を思い知らさ

れています。

フン″ レて学んだ水の管理で,急場をしのい

ている今回この頃で九 郎期 金山 裕之

*遅れて申し訳ありませんでした。最近金沢ヘ

*ごふきたしていま九 薔ス澪くなり申し訳あ

りませた OB会でのいろいろな対応 本当に

こ嗜努様です.

03会読楽しく読ませてもらいました。特に

山Jヽ屋の特集はなつかしく思います。次の機会

に,1●Jヽ屋へのルートσ ムから)山4渥の

状況篭 知らせてもらえたらと思います。

9朗 報 酬 |

*会贅納入遅れて申し訳ございません。少し先

ですか 硼司年楽しみにしています。よろしく

お願いしま塊 9期 自井 勇

*払いゼ望
"増

繁て申し訳ありません。鋤

益々の鰯 要 を担唸 申し上罐 丸

7期 四十万 利之

*今年に入って 岩間の項泉塔と,大日のトチ

ノキ 伯崎 を見に行った は摩で)のが 山

とのわずかのつながりです。息子は今翼 町内

からの自配菌珈ヨテってきましたか 私の方は

山とは無縁の生活が続き、頭も足腰もガタガタ

-10-
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*送金のことすっかり忘れていました。申し訳

ありませな 今年の蟹乏鵬可かと忙しく,今まで

8年続けてきた夏休みの家族登山もてきません

でした。4カ
"ヽ

りで麹蓼していた自由自湘案

護センター中盲展示鐘が8月 lll日 に新装オープ

ンしましたので 自由麓へ来られる時に立ち寄

っていただけたらうれしいです。

1口甥 上に 軽

*遅れてすみません。犠 4立野 院講国 に

行く機会がありまして,判 がいないのにびっ

くりしました。キャン′ヾスが移転し た0ろす

る場所が変わったのでしょうへ 今の学生の好

み洲霙らと違うのでしょうえ

15期 鈴木 良紀

*舟田さんの督促状の怒りの文面を見て あわ

てて会贅を納入する次第で九 渤 こ市し訳あり

ませんでしオ■ 6月 11日 に名古屋地ゆ OB会

礫口夫妻ら7名列 をやりましたが 楽し

い一時を過ごしました。15期 祖父江 直久

*申 し訳ありません。夏はあれこれと忙しく,

会報にはさんだまま.すっかり忘れておりまし

た。他の方々も似たりよったりではないてしょ

う九 フォローして下さる方の有り難さが身に

しみました。今後共 よろしくお願い致しま九

夫婦会員の会妻の扱いがよく́ いりませんので

とりあえず夫の分1万円 妻の分 5千円を入金

う力ヽ 何かとご旨労様です。これからもよろし

くお願いいたしますヽ  8期 山村 嘉―

*7年余り暮らした金沢と1年半嫌 身赴優生

離 別れ浩 げました。息子は

―

とな

り獅十し,中 2の娘との3メ避颯力鴫蔵りまし

た。先日称名滝から大日岳へ日帰りしました。

紅葉が調晴らしかった。大日平」渥 ほι蒟商鮎

■購 小山 清

*遅れてごめな 生清苦り屯 送りま丸

1錮 鞭 雛

*遅くなり申し訳ありませな いつも連絡をい

ただき,ありがとうございま丸 教え,つ埠 く

も社会人となり,暇員室て席を並べる年齢とな

り,月 日の過ぎたことをあらためて感じていま

す。OB会のおかlyt古き (?)懐かしい人達

との再会ができたり,連絡ができたりで 若返

っています。 1棚 麒 群

します。 働 我 潔

1翻 書 将

*OB会費たいへん遅れて申し訳ありません。

事業してもうすぐ

"亀
ずっと遠ざかっていく

ばかりでしたが また少しても身近に感じるこ

とができて,嬉しいかぎりて魂 今後ともよろ

しくお願いします。  Ю動 石Lt 千絵

*主人がオランダ勤務となりました。

0し よヽり)

4期 高口 昌嗣

*遅 くなって申し訳ありませんでした。

1コ月 Jヒ 毅

*言い.llぬ きにして,識にすみませスる 振込額

の 1万円鋼 の分に 延滞‖ 心配織 イライ

ラキl etcと してこ鰤 さい。調 な鶴

も今となって配思し`山 、 秋たけなわの好シー

ズンのコ陳です。しかし自分には山スソのドラ

イブでも楽しむのか構一杯というところでしょ

マタタご

ド

-11-
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平曖6年 (1994年)41月40 (金躍日)

県
と
金
沢
富
が
三
■
す
０
■
一
沢
壌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｖ
」
は
二
日
、
金
沢
域
内
を

，
台
に
行
わ
■

県
内
ネ
な
を
ψ
型
ヽ

人
々
は
伝
続
菫
籠
の
コ
台
や
写
凛
臓
、
特
重
星
の
議
示
阪
奏
な
ど
多
形
な
イ
ベ
ン
ト
を
晏
し
ん
だ
。
一
方
で
、
来
年
二
月
に
は

■
■
城
内
に
雉

一
残
っ
て
い
る
金
大
菫
薔
局
が

，
Ｃ
す
る
と
あ

っ
て
、
約
二
十
二
万
二
千
平
方
ぶ
も
の
広
大
な
城
内
キ
ャ
ン
パ

ス
ホ
地
の
将
来
詢
な
利
用
方
檻
も
腱
層
と
な
っ
て
お
り
、
参
加
書
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
を
濤

，
ヽ

担
菫
旦
ヵ
石
０
体
嬌
や
文

化
は
も
と
■
ｒ
く

全
沢
壌
跡
地
活
用
の
需
最
の
可
蘭
俊
に
思
い
を
巡
ら
■
た
「

絹
報
ル
加
賀
万
歳
な
ど
楽
し
む

フ
ェ
Ｘ
ア
ィ
バ
ル
は
昨
年
十

一
月
、
今
年
二
月
に
引
き
蘭
き

三
ロ
ロ
の
開
催
″
丼
■
γ

同
実

に
籍
壽
崚
詭
¨

″̈
覇
縫
赫
範
赫
窃

″
　

一〓

が
鬱

荒

月

早

ス
　
　
で
は
友
鶴
■
大
蔵
や
獅
子
舞
、

一
　
　

茶
席
●
●
わ
れ
た
．
ま
た
、
今

に
一　
　
回
初
め
て
は
又
三
十
聞
●
屋
の

”
　
　

η
部
を
使
用
し
　
金
沢
協
写
一

一．ｍ
ｍ

¨
酢
誠

龍̈
鋼

”
　
　
婦
）

「
今
後
の
活
用
が
金
沢
市

，
　
　
の
将
来
の
か
ぎ
を
に
ぎ
る
の
で

熟
　
　

ほ
ヽ
金
沢
市
内
の
会
社
員
）
な

ンヽ
彼
大
移
転
後
の
輛
４
奮
饉
想
に

関
心
を
畜

，
ス
著

も
“
か
れ
、

実
行
委
員
会
の
土
彎

一
県
風

光
晨
長
は

「
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

県●■からのヽ観者でにきわ oた ,・ ステ ′́`ル

一餃平,6年 (4994年)44月8自  然 瞑曰)

０

　

　

◇

金
沢
市
の
憲

部
に
は
棄
一^
固

に
隣
接
し
て
金
沢
城
簗

金
大
醸
属
小
中
学
校
、

県
Ｆ
と
広
大
な
土
地
が

２

．
１

雷
的
現

金
´
磁

路
は
颯
、
市
が

「金
沢

城
オ
●
御
計
画
検
奮
苺
●

，
」
を

，
ほ
　
昨
年
二
月
に
査
備
計
悧
を

■
て
し
た
　

，一の
中
で
　
跡
郎
剰

綸
だ

「自
【
環
境
●
保
全
．

，
ｔ

晴
建
塑
　

　

　

　

鶴
翼
磁簸
爛

し
　
約
二
＋
二
　
二

，
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
お
の
中
心
部
に
浮
か
び
上
が

′
空
ヽ
厖
′
。
」
な
る
。
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
計
約
二
０
　
二
０
の
広
夫

なヽ

人
館
属
小
中
学
校
は
洪
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡
地
利
用
は
、
使
い
這
を
棋
れ
ば

聾
毅
評
『著
　
　
　
　
『
認
［鮭
嚢

に
，

蛋

兼

辱

荒

負

　

　

　

　

　

　

　

核
総

議

勇

自

撮

苫

庁
の
敷
地
面
積
は
約
二
診
に
よ

り
ま
と
め
、
来
月
に
も
最
終
答
申

ス

取
得
興
の
財
源
薇
保
も
欠
か

る
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
出
さ
れ
る
見
通
し
た
。
金
大
確

せ
な
「

３０
秒
の
″空
き
地
″活
用
策
は

庁  奎大

"属
小中学校―帝

=臓
新阻 ヘ リ

=ふ
な る」か ら

金 沢 の 苛 づ く りの 理 調
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平成6年 (loo4年,11860 (■ 暉G)

「悪 質 な ら 奨 学 会 で 考 慮 も 」

さて,今時の学生が贅沢なのでしょうか?

下にバス時刻表を掲載しました。造成中にはクマの足跡も残っていた角間キャンパス。終

バスのことを考えたら,サークル活動どころではないといった環境にあるようで視

城内にあった頃 訛島餞l… まで激論し,その後開 武蔵 4■野界隈と 頭を

冷やしに繰り出したものでした。そのあたりこそが部活動であった方もあるでしょう。

この逆境 (?)でワシ分 レ漢動を続けている,投達は精銚続い 1

誇
弱
輩
辟
製襲
範
飾
痺
誹
一ｍ
誘̈
隧

経
麗
一壽

瑳̈
曜
鰤
諄
螂
詫
霙
ナ
鍵
蒔

には国民が伴い一ｔつく

ヽ
角
岡
〓

，
ン
バ
ス
で
の
置
許

可
駐
車
は
常
ヽ
二
百
，
三
百
台

ヽ
■

，

う

り
れ
、
約

，
こ

ｉ

．
〓

，
の
Ｅ
車
場
も
バ
ン
ク
弐
！

Ｆ
，
野
上
患
更
で
見
■
し
の
悪

い
場
所
も
あ
り
、
出
令
い
頭
の

衝
突
Ｉ
ま
も
愚
き
て
い
る

同
大
で
は
民
精
に
巡
□
規
制

を
■
一
し
て
い
る
が

　

「‘
回

者
が
大
夕
蹴
資
や
学
生
に
小
突

か
れ
た
り
、
脅
Ｅ
り
い
た
こ
Ｌ

を
き
わ
■
た
ｉ
と
も
あ
一
ど

（経
済
学
部
蓑
授
の

一
人
）
と

一
い
う
．
当
面
は

，
２
点
な
ど
日

険
個
所
の
と

，
車
両
を
金
属
型

ボ
●
ル
で
施
灘
し
一
■
■
さ
ｔ

る
一
針
だ

経
′
■
部
４
■
■
員
は
九
月

末
、
間
■
部
の
■
生
　
院
笙
に

路
上
〓
率
の
薫
が
並
ぶ
金
大

角
蘭
キ
ャ
ン
バ
ス

＾
悪
菫
な

，
為
が
あ
っ
た
場
合

巡ヽ
漫
書
に
対
す
る
登
臀
　
暴

〓
、
ボ
ー
ル
磁
掻
琴
）
〓
撃
副

上
の
お
風
〓
と
り
ま
す
し
　
賃

案
料
江
免
　
受
■
金
妻
ｉ
中
話

の
際
の
著
廠
要
い
Ｌ
な
り
ま

一■

と
，

饉
で
通
■
し
た
．

櫂
苺
晏
員
の
海
野
八
尋
晨
援

に

「
燕
り
締
■
２
こ
受
け
‘
は

）
く
な
い
〓
持
う
か
う

，
証
■

意
一言
”
び
吾
け
た
」
と
活
す
．

ま
た
ヽ

「
誤
解
さ
れ
た
部
分
が

あ
っ
た

一　

海^
野
蒙
壮
´
と
し

て
十
月
一
５
に
再
Ｉ
出
■
た
こ

意
ス
番
で
は
受
英
料
や
奨
学
金

に
触
れ
て
い
た
い

こ
れ
に
対
す
る
政
姜
部
、
文

字
部
両
査
治
会
勢

，
部
な
ど
の

抗
踊
又
薔
は

「駐
車
ズ
ベ
ー
ス

確
保
２
場̈
賃
が
と
聖
なむ
ヽ

と
を
極
上
げ
し
、　
一
切
の
■
牲

一錘
謡̈
Ｙ
こ 話

「
参

鋳

鶴

．

え
ば

「
車
は
着
■
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
そ
の
も
の
で
あ
り
、
バ

ス
が
便
利
に
な
っ
て
も
軍
は
減

ら
な
い
た
●
こ

と
根
本
的
解

決
”
は
悲
諷
釣
た
。　
　
　
　
　
・

全カテきのパス時刻表 除沢駅前翔

7   8   9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20

_」  瑯

(  )― 書

適体

Ю４

∞
一

９４

∞

梃

２Ю‐４

４９

一

９

０２И

“

“
一

９
一
Ю

“

∞

“

平

日

●  34
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4459口祝
=蓼

ン

雛
締
∇
数
多
必
鰯
恙
ｈ
や
す

．学
生

「辟
予
懸
」こ
は
く
．颯



′Jしかわの自然百景フォトコンテスト
特選に 上田 昭夫氏の「手取川夕照J

汗 ●|■ 平成 5,iサ 局に県内の自然λ視を iヽ 表し 将来に

'′
る´ヽ■優れた自然長競地∴ t「 [い しか,,o

ll A百景Jを選●.し  F・0年 10月 から当該J景を対● とした ,ォ ヽコンテ ストを■mで きオ.:18人からん t

点と多数の応募があり 嶽影景観 l■ 93■ に■んた。「 、■
"ゎ

の 心本百詢 編 _● 委員会 (,「 綸野義夫 全
大名

=教
授 )|こ おいて次のとお り,選 〕点  ■作 3点 が選定 された.

●特選

■用昭夫 (■)●
"郡

野 々市町   「手卿 ‖夕照J

O佳作
キ村 =66)金 沢市戸オ町    Ⅲ■1潟 と,21■峰 J

lr日節子 (43)金沢市橘場町    loの コン トラス トJ
森正知

`(53)0沢
市額新町    「奪の白山J

商],ワロ '飩 11月 号より

佳 作 「 夏のコン トラス ト」

特選  「 手取ハ|夕 照」

佳作 「きの自山J

山渓の「獅 ガイド '司 H県編Jをナカオが担当することに

なり 事詢寄長もそのうちの13コ ースを拝a写 真撮影とコース

調査に動いています。そのうち,自然百景と重なったものを旭饗

して射止めたのがこ才、「テレフォンカードにして配ろう」と思

ったら,睦 は賞と引き換えに県に渡っておりました。

受賞式の日,集鋤 ¨ 田 卜・ ふむふこ 自然際護課は

ここ力ヽ 勢 は一なんだ 栂さん鱗の部屋に変わっただけ

なんだ―と大発見した気になって,ふと見れば拇さんの熱 思わ

ず手を振ってしまった私―。勤務やなのに一。どこまでもミーハ

ーな事湖局長なのでありました。

-14-
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7期 中山 美津枝

時の流れは早いもので,金大ヮンゲ蛾 籍

を置いた時から かれこれ三輝 もなろうと

しています′当嘔 山が好きて入部はじたもの

の, シエアに入った頃には活動をやめてしまい

不真面目な部員てし,●

それが六年前のヮンゲ′繊 十周年山行

に 職場0同燎て石子OBの力 下さん 傲麹

にお議 をヽ受は 自山に登ったのが また登山

を始めるきっかけとなりました。

記念山行では 言表は での長かったこと。若

い。B無 混じつて,ゆっくりとした足ど

りでどうにか南竜にたとりついた時には 辛か

ったことも
=れ

ヮンデヽ 当闘餃

"れ

NF_い力奮

ってきたので丸

それから却 魂 舟口さんに紹介していただい

た 儘渚餞 ;頂上ヮンデリンカ隔 しパーティ

てした)く ろゆリクラブに入り,北陸百山の登

山を一つの日標にしているところで丸

中 めるまでは海行き専門のユ て

したが 今では「今度

…

こうか?Jと ,

■ 日を楽しみにする程 llaFき になってしま

|ヽました.

Ⅲ4_ィ
メ
~｀ 、ヽ_/γ

⌒、__、
オレンジ ロードと務する「口 11門―  _1_
颯     (も。 コースJ lt"局年     、

無 実行されていました 期麹び
「

      ｀ヽ
、

たってもそのIIIltた ぎらせていたOBがいま九

今年の夏鐵 にも恵まれ 主人とみ でヽ (

時
`こ

lt末猿がつぃて来ることもありました詢
ヨヒアルプスの方^、 揃動 v子ってきました。ど
この山へ行っても、頂上に立った時″露醸は
その■でしか味わえないもつてすょ、

その中でも難 は印象的てしれ 議繭力颯 く

苦しい尾機歩きを覚悟しなから,属場島から早

月朧 のコースを選びまし,tというのlt剣
岳1動 ての山だo少 不々要を抱きながらも

初 よいこのコースをあえて蒟 oたので丸

鯛発って お極暇聾協こ早明」難 著くまで.

オスの中を覆 oたすら歩き続けるだけの苦し

い歩き。しかも,小懸■築 てヽからもガスで視

界ゼロ.それても小診 前彎 覧ぐうち,

ガスが切れて劇の動 のい 時にII

長1溝鏑歩 きの苦しきも政きと規 鍛、がしたも

ので丸 まれ 夕畿 濃 だタロ機 の積線
がく,き りと浮かび上がる様● 雲満の中に大
日幸ゃ奥大口岳がとっしりと大きな山容を見せ

る様lt何ともたとえょうのないものでし、

これからも, 自分●体力にあった山登りで,

山の楽しみを増やしていきたぃと思っていま魂

あわよくに 何処かOIL`金大ヮングルのみ

なさんに出会えることを期待して 、

本
の
夏
　
キ
ン
チ
ョ
ー
の
彙
的

正
し
い
夏
が
存
在
し
た
今
年
．

そ
の
■

さ
に
と
ち
奎

つ
た
の

″
　

饉

ｔ
げ

な

ア

ン
チ

ャ

ン
が
自

由

に
出
皮

モ

一
文

人

と
は

マ
ウ

´
テ

ン
　

パ
イ

ク

を
２

７

０
２

メ
，
ト

ル

の
尉
訂

贅
頂

ｔ
〓

で
拘

ち

上
げ

て
し

ご

っ
た
男

ヽ
内

和

意

て
ん
　
、
な
ん

な

ん

け
ｒ

こ

の
ア

ン
チ

ャ

ン
ヽ

そ
の
０
人
選

り

に
恐

れ
■

の
の
く
人

　

た
だ

た
だ

０
を
ボ

フ
■
■
Ｃ

け
‘
人

『
贅
健

ケ

塚

■
薫

れ
る
Ｌ
イ
イ

■
―
」

と
妙

に
あ
■

し

て

し
■

，
人
　
中
学

生

の

一
翠

ン

●
Ｌ
ヤ

シ
ヤ
ヤ

ン
ヤ

の
鳴
晏

．

そ

の
Ｂ

　
４

座

と
化

し

た
０

防
新

■

■
す

れ
違

う

人

々

の
ｉ

応

は
様

々

で
し
た
　

異

た
し

て
故

の
モ
中

に

い

か
な

る
３

］
が
あ

つ
た

の
が
　

　

そ

れ
は
■

か

で
“
あ
０

ま

せ
ん
が
　

私

達
輌

行

０
■

は

ひ
た

す

ら
興

じ
ま

と
は

‘

わ

れ

な

い

よ

つ

一
夕

さ

が

っ
て
行

動

　

Ｌ
が
ｔ
徒

ダ
本

当

に
ビ

ー
ク

〓

で
実
轟

で
上
げ

て
し
ま

つ
た
舜
　
奥

や

か
な

一

籐

め
ユ

ゲ
月

，

の
胸

め
■

に
も
吹

い
た

の
で
あ

り

ま

し
た
。

新

し

も
山

は

も
う
次

の
気
鍵

を
見

せ
　

蒸

抜

け
に
贅

い
里
は

，

れ

も
な
く
秩

の
始

ま

，
を
告

げ
て

い
交

し
た
．

７

ン
″

ル
＾

力
紋
十
年
に

う
て
も
変

わ

う
て

い
な

か

つ
た
　

ち

な
み

”
故

Ｌ
　

，

知
集

の
藩

技
夕
嬌

で
す

金
沢
市
稟
■
可
　
大

，
　
こ
子

婢“

-15,

自然太 3号 ('90Mょ り



全大ワンダーフォーゲル部o8会「グループ・ 藪Jの こと

19期 栂 輿雅

編集長から依頼されたものの、何 しろ、いいカロ減を絵に描いたような会のことであ
り、こうして書 くのもおこがましいのだが、金大ワンケルOB会を名乗る以上、その
実体を明らかにしておく必要があると思い、ここに記すことにした。

今を遡ること10年余、198445月 の達体に、久冨、深日、松下、綺の 4人で笈ケ岳
へ登ったのがそもそものき,かけとぃぇばそぅである。あまりの気分のよさに、来年
は自由、次はまた笈ケ岳といった具合で、途中からは栃尾も加わ り、"春のPW"と
して現在も続tiている。

ところ力く、 2年ほど前から、何がどうなったのが、鎌倉在住の松下を除く4人が狂
つたように登 りだしたのだ。百四丈の滝や庫滝など、沢もやり始めた。もちろん、そ
れまでも各人で山は続けていたのだが、一番登っていた小生でも年間十数回程度であ
ったものが、1993年の手帳には、低山ハイ■ングを含め42回の山行が記録されている。
このうち約半分がメンバーのだれかと登っている。 4人がそろうことは少ないが、上
馬さんと山行を業にする機会は増えた。

このようなことになった要因として、まず週休 2日 制が挙げられるし、互いが刺激
しあったということもあるだろう力く、ゃはり、何といっても気心知れた仲FBiと 行く楽
しさによるところが大きtヽのではないかと思ってtヽる。

そんな折、昨年 〈1993年 )の 11月 ころだったか、ョヒ国新聞社の月刊誌「アクタス」
の記者が、加賀能登の名山 (カラー見開き)の連載を引き受けてくれそうな山岳会を
紹介してはしいと職場 (県 自然保護課)へやってきた。ぃくつか候補をあげたが話が
まとまらず、結局頼み込まれてしまった。メンバーにも権談し、何とか弓:き 受けるこ
とになったのだが、このとき、どぅしても会に名前を付ける必要に迫られ、初回の原
稿締切りの前夜、苦しまされに国語辞典を数回開いたページの中から決めたという無
責任さで、深い意味はない。もちろん、ヤ

'こ
ぎは嫌いではないが、好きてたまらぬ

というわけでもない。どちらかというと、気がついたらヤプの中にいることが多いと
いうのが当たっている。

一応、これまでに「 アクタス」に執筆 したメン′`一とその山を紹介しておこう。O
の数字は、掲載月である。

O上馬 康生 (15期 )自然保護担当 (顧問)⑤ 自山
O栂  典雅 (19期 )環境政策担当 (企画係)①笈ケ岳、②三村山、⑤大山

⑦妙法II、 ⑨四塚山
O栃尾 俊治 (20期 )生産技術L当 (装備係)0猿山、⑥鳴谷山
O久富 象二 (eo期 )労働全庫担当 (資料係)⑩大F月 山
0深田 進  (20期 ,現場監督担当 (記録係)の医I山 ①大日山

ギ ″さて、これから「グループ・ 董」はどこへ行くのか、それはだれにもわからない。
ただ  「 ァクタスJはぁと 2年はあるし、当分のFgnは 、県内の山を中心に、山スキ上、
沢のぼ り、県外遠征、他の山岳会との交流登山 反省会などを散 りばめつつ、山頂の
ビールと下山後の温泉というオジサ ン的快楽山行を続けていくに違いない。
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去る7月 28日 ,21期の連絡員をお願いしていた 江口 喜美江さんが病死されました、
まだ若く,二人のお子さんを残しての逝去に胸が病みま丸

追悼文を同期の梅さんにお願いしました。21期の運終員は ●ll口 克己さんが引き受けて
下さいました。

喜 業 工 ち ゃ ん の こ と

2麟 栂 陸美

一昨年の夏、喜美江ちゃんの家族と私たちの家族は白山て一緒になった。尚志君も

友加子ちゃんも白山は初めてだったが、室堂まで元気いっぱいで登ってきたようだっ

た。 「子どもは元気やわ。私 らの方がバテた。」と彼女はご主人と顔を見合わせて笑
っていた。この時、喜美江ちゃんの体が大変なことになっていたとは、もちろん誰も

知らなかった。

その年の暮れ、喜美江ちゃんは大腸ガンの手術のため入院した。彼女は自分の病気

をはっきりと知っていた。今どんな状態なのか、そのためにどういう治療をしている

のかということをきちんと把握 していて、会うといつも私にも詳しく説明してくれた。

大腸の方は、きれいになったのだが、今度は肝臓に陰があるという。深刻な状態であ

ったはずなのに、しっかりとした話しぶりに、私は心のどこかで安心することができ

たことを覚えている。

翌年の7月 、子ども達の夏休みに合わせて、再び検査入院になった。子ども連は、

ご主人の実家 (愛知県)で過ごすことになっていたのだが、せっかくの夏休みに子ど

も達に何もしてやれず、さみしt｀思いをさせるばかりだということをとても気にして

いた。尚志君は尚志君で、学校で「ぼくのお母さんは夏休みに、がんばって病気を治

すために入院します。だから、ぼくもおllあ ちゃんの所てがんばります。」といって

いたそうだ。

できるだけ、自宅で療養したいという喜美江ちゃんの強い意志で、夏休みが明けて

|・|も なく退院することができた。通院しながらの生活はかなり大変だったようだ。「

病気を治すのが私の仕事。病院べは仕事をしに行っていると考えることにした。Jと
自分の中で一生懸命に割り切ろうしているようだった。しかし、「掃除もごはんもい

っぱい手抜きしてるんや。主人は、何もせんでいいよってぃってくれる。子どもには、

うんうんって話聞いてあげれるだけでもいいかなって思ってるんや。」と話す彼女に

「そうや、それが一番いいよ。Jと答えていた私は、彼女の言葉の後ろにある辛さを

とのくらい理解していたのだろうと、今になって思う。       | |
喜実江ちゃん自身の病気と真正面から聞おうとする強い意志と、家族の暖かい応援

の中で、病気ははじめ奇蹟的なほど回復していたらし,、 しかし、今年の4月 、ちょ

うど喜美江ちゃんの誕生日の頃、再び入院となった。 6月 末にはかなり元気になり、

もうすぐ退院できると、とてもうれしそうだった。が、退院して五日後、再び入院.

息苦 しそう
:こ肩で旱をし●がら、薬のせいで眠りに落ちていくあい間、あい間に、一

生懸命に容態を説明してくれる。膨れ上がった足がとても痛々しかった。「また来る

からね。Jと いって病室を出たとたん、涙があら、れてきた。

その二日後、私は南竜で職場の仲 F・3と 呑気に流れ星を見ていた。ちょうどその頃、

喜美江ちゃんは、静かに遠くへ旅立っていたのだった。

喜美江ちゃん、天国で安らかに眠ってください。
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私 が  
「

不 況 と 違 う 理 由 で

ヒ ー ιこな っ た 」 わ け

“

覇 鳥越 神博

先日,編集長の舟日さんから

「 7月 に嶽 テしたOB会報の編集後記に書いて

ある くといっても これば舟回さん力藩 0｀たの

ですか 私が レ軌 とは違う理由てしばしとマ

になったこと]について,知りたがっている人

れ るヽだろうから 次のOB会報に書いてはじ

0ヽ」

と,,娑ヽ 原哺躍嗜熙蔵受けました。

自分としては あまり褒められた話でもない

し,どちらかと言えば 恥ずかしい部類の話な

ので こんな所で暴霞したくもないのですか

考えてみれば これも「ヮンずヽ OBの山での

事故の話」 (?―そんな大袈裟ではない)かと

も思い,編集長は を汲み あえて紹介するこ

とにした次第です。

それてl`静の本題に入ります。今程 廟

の話」と言ったので,結論から先に言いますと

陪 スキーに行って,転んで膝下の骨を折って,

2ケ月入院していたので. しばしヒマだった」

というのが真相で丸 以後 多少恥ずかしさも

あるので, 自分のことを「T君」として 事の

内容をお話ししま九

今から半年程前の, 5月 14日 .15日 の2日 rHt

職場の嗣 人程で,立山へ春スキーに出掛け

ました。スキーがとびきり上手いというわけで

はない初参加の常 は 多少緊鰤 こ出発し

ました。

14日 は快語で,朝二番のケープルに乗り, 9

時頃にばみくリカ地 に着き, しばし休憩の後

雷鳥沢ヽと向かいました。一度雷鳥沢のテン場

まで滑り,剣御前嵯 登り返します。T君は

日頃の運動不足を痛感しつつ. Ⅲ快晴の立山を

楽しみながら,何とか検蜘 前山荘に着きました。

機 とった後 もう少し足圏■ばし,食 llkの

」遅 まで行ってみようということになり, 5-
6分で剣沢まで滑り際りました。T君は 剣沢

小屋の前から,まだベットワと雪のついた資捲

穴のあく程見て 鰤 こ浸っておりました

当然まだこの時は 瑾渤場 |こ力蔭が降リカい ろ

うとは夢にも思わず ―。

途中で剣を振り返りつ,貪鰤 へ登り返し,

いよいよ誠島沢を滑ることになりました。雷鳥

沢上部はさすがに急なので,スキー無級のT君

は ンェテム ターンに毛のはえた程度でゆっ

くりと降りて来ました。半分程来ると傾斜も緩

くなりました。余裕を持って滑れそうだなと思

って潜り出し, 2-3回ターンしたその臨 F
―ンと前へつんのめるように転んでしまいまし

た。

スキーが外れなかったので,足を稔ったなと

いう感0はあったのですが その時はせいぜい

ネンザ程度と思い, とりあえ五 下までゆっく

りとボーダンで滑り,そこからみくりが池まで

はストックを決泌 りに,何とか戻って行きま

した。さすがに宿へ着くと,足をついて歩くこ

とは出来ませんでした。

そして翌日金沢へ帰って医者に見せると,先

生はレントゲン写真を見ながら

「骨折してますねえ。手術しなきゃいけないで

すねえ。」

このようにして,T君の2ケ月に及ぷ「ヒマ

な日 J々は始まったのでした。

PS おかげさまで 現在に Ю伽の程のボル

2ヽ本がまに入ったままでリカヽ ほぼ元通りに

戻っています。やはり 山には思わぬ事″の支

醐 れていることを痛感した出来事でした。

(単に スキーが上手くなかっただけ という
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(金沢ナカオ山岳会 ∞周年記念誌
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 のと洒油J
「ナカオJを知ったのはかなり古い。十J苛年

記念の「犀奥に集号」を,学生時代に耳にして

いる。高二郎をホ,ムグランドと心得る,に
'よ

:′ マ破りと思 える情報であった。しかし 理

な学生ではなく議会人であること|‐ 長怖の念を

覚え 力ヽ つ 仲間がいるから山に登るといった

冑場にあれていた時期でもある。卒業後の器に

といった発想は微鹿もなかった。そしておIEtr

の身に 身上書等も用意したけれど 登山lun

味とは書くのも憚られる時代―ましてやIB i―に

ralじ趣味を望むべくもない。常識的には ここ

で山から足を滉うことになるはずだった.

朝日新間の「フィールドないしょ話Jに計 :′ い

(そんな ―流新間に載ったのも, ナカオのおか

けであつ 。あれには書けなかった思いかけぬ

妊娠の理由 ,は ,う

"ヽ

らんでいう 0曇泳 持ヽ

,ていく
'ま

ずの類の話なのだが一).

学生時代にも詰めざるをえなかった笈ホ 着

合宿の地と決まった。月二回の

“

1子をようやく

確保できた身にとって 連休三日の「わがままJ

I=ヨI底さらりと言い出せる話題ではない.良

妻賢母に磨きをかけて一て,要するに「菊故J

してしまった 1

ここに 神の A‐|を建えた染配のりを思わず

ク
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にはいられない。最悪 (?)の事態が思いかけ

ぬ展開を見ることになる。濡れ衣の貴Iをとら

され くろゆりの山行に澱 保諭雛調で動

した二人が 四十にして山に日覚める。まさか

のファミリー赫 鶴 まり,六年後にlt Oヽわ

く因縁の策ケ岳に夫婦で立つことができた。「

夢のまた夢」とはこのことだ。三男場の名齢 こ

かけて一彼は決して失敗作ではない。「神の啓

示」て援かった子である.

今は 会の
「 社会性ある登n」 「生涯登山J

のスローガン七 最大限拡大解釈させていただ

いて,子連れ麟テを続けている。子連れの濾

興醒め 方に 「参加することに意義があるJ

で勘弁してもらい,少しでも接点を持ちつつ同

`ラ

かヽなうよう客戦している。

とはいえ,いずれ,男坊も離れていく。その

頃には ナカオで知り合ったと錯覚しているよ

うな夫婦力畷 るのかもしれない。

―こス′なにベージを占有していいちのか 迷う

“

ですか 。

今回|1急越OB会報の単独痛 テを決めた前

口より|ま時間の余裕があり 若十の朝筆依頼を

イテったのですか ―相変わらずの結果でした。

苦から3H― 鹿をみるものと決ま

っていて それはOBに昇各 (?)しても変わ

らず 皓料をもらう身になっても 人の税にな

っても変わらないのですねえ―.

できることなら 公平 第二者嚇 な視点

で編集を進めたいという願望も どこか―痔 目

撲になってきて,まずいなあと思いつo ごも

これだけのエネルギーがなけれ1よ OB会報な

んて所番出動 くらない一「編集長なんて, い

つでも撻わってゃるぞ IJと開き直り なおも

駄文峨 くのです。

今年 ナカオのゴール■ンウィーク前半の合

宿

`滋
賀県の己高山 金嚢岳でした (次に発

行する本の調査のため)。 食料孫を拝命した私

は 久々に鏑でビ飯を炊きましたが 鍋の蓋に

重石を乗せたり,茨き上がりを逆様にして華ら

す等 昔習った通りのテクニックを馴丸 「さ

すがワングル仕込みJと喝榮を浴こ  「武器 J

ではかはかご飯を口に運べに やはり思い出さ

れてくるのはリングルの項のことでした。

今こうして社会人

…

所属してみると,

とんなに,ンゲルで 島人としてきちんと仕込

んでもらった力ヽ かたって認識できるので

`Ъファミリー登_Iの時のコースはもちろメリ私が選

定しますか  〈二邪は 実発的に言い出すだけ

と思っているらt,ヽ けれど)避難ルー トを考ほ

し,知資を見定め 行動食や水の量を決めるの

も私―こういうこと力
'身

につき 山行の余裕と

なっているのは llと ぃってもランケサt感 らし

の成果です.

でも 多 くのOBには あるいはそれわ逆 に

意識の上でtljlに なってぃるのかもしれません。

山というと.山のような荷物  ゃたらと時間の

力

"ヽ

った審議  ッ_ヵ ―の神問もいない―これ

ら力

"ヽ

えって,かってのフングラー違を山から

遠ざけているのでは一とも思います。

似 Fは冤在山離れしているOB向けの文章で

す。)

かつて 私にもヮンゲルがやたらと還い時代

がありました。今 若いOB達 もきっとそぅだ

と思います力ヽ 社会へ出てどうに力亀 剰力報 に

ついてきた頃に徐々に仲間の結婚力億 まり 扱

―

"―



鰤 薄醸陰替わりとなり,それらが‐段なつ

いたあたりから誰か力嗜頭をとっての同期会が

始まります。時には思いがけぬ言昭 が昆じりも

します。それらの時 男ならネし服を取り出し,

財布を持てlfど こへだって行けます力ヽ 女の私

にはやはリハンデイーがありました。家族の衣

食 住の段取りをつけてからでなければ動けな

い―反対されたとかではなく 自らあきらめる

しかありませんでした。地元にいても, 4画の

転居もありました。奢塁 の基盤作りの時射 ―も

う必死で,余裕もなくて, ヮングルなんて化石

で埃を被っている択溜kしれ

そんな頃も山は思い出したように行ってはみ

ましたが 幅 T山とか 4摯の31L),家のロ

ーン蝉 怖じ気づいて革も手放していまし

たから 頼るのは公装蟷酎鯛鍾 時間い る

し,子供達は山に入る前にくたびれてしまい
,

婦りはそんな遇酔 スヾの時刻を気にして歩力せ

ねばならず かえってストレスー杯で帰宅する

はめにもなっていました。百山もあまりに違い

面に思えていました。

そんな生活が 今日のように変わったきっか

けt= ワンケ
'0か

らのる周

―

の鋼 でヽ

した。封筒の裏のこ汚い「金沢大学ワンダーフ

ォー

"嬬
制 の文字がなんだ力燎 ふしいようで

した。こんな機会でもなければ子供選を首山に

連れてtヽ ってやれないと思い 
一

の分も

申し込みました。それでも心配て,確認の電話

をかけてきた力 ‖さん 0鵬 に「大文夫でし

ょうか?」 と問いたら,彼女 陪 山なんて,子

供も年寄りも登ってますよぉ。」と,軽くのた

まったのでした。そして記念鮨 子の当日,小二

と年長の息子達に 優しい現役のお姉さん達に

手を引いてもらい南竜に到着できました。 (そ

の後半は5鱗03連はわがままを言って頂上ワ

ンデリングに加わらず 別山を経由して降りて

しまった。)

自由の前にltJ麟と称して,薪 立山を往

復してみました。メヒアルプスの連山を見て「婦

ってきたぞJの思いを強め、それは自由に登り

いっそう強い思いとなってあふヤに きました

その次の年の夏山:′ ―ズンの始まりに それま

で避けてきた,割吉の山の本のコーナーに久々

に立ちました。それが,カオの |かかのと言山J

との出合となり 直″子を再会するきっ力ヽ すとな

りました。

てすから ヮン

"環
役 幌投という存わ

にltたい
～

ん感謝していま九 あれから,高
二郎べ嶼 りました711二回とも現役達の

新 トレに出くわし,因縁の笈ケ岳でも現役 ∝

機 こは大学院生と5回リ バーティーと遭遥し

ました。そんなことがたまらなく嬉しく,そし

て03と して胸を張っていたい気持ち力ヽ 山行

の苦しさ,そ の後の不測の事態も乗り越えき

せてくれたように騨 まヽ九

OBと現役は つながっている。そしてお互

いが良0ヽ刺踊を与え合う散 ありたいと思い

ま丸 現役嘲 れる転 数多のOBを駆 浮ヽ

ガ́ 思ヽい直して欲しい。そして03の方,コ現役

の情報からあの時代を思い起こし できれば山

に足を向けるようになって欲しぃ一ほんのわず

かの職 行ける灘 素 の経 動 とか翻熙 そ

して自山や北アの連山を眺める恰好の展望台と

いったコースがありま九 山歩きは生産スポー

ツ。せぅかくフンタ レで基礎を在込まれている

のだから あとはやる気汝乳 OBになるまで

続けられたからにR皆 にそんな受容体国躊わ

っており,」 さヽなきっかけで連競反応力健 きて

くるように思いま九

会報もその一つになってくれれぼ せめて

会報の居いた日確 の青さが違って見えてもら

えれば と順っていま塊
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今年 ←械 6つ のな 第 8次雅 る自由

―BHPW鴻 十画さオ■ましたな 市ノ瀬から大

汝までのビストンで終了しました。

そしてワングル初の,このルートを使っての

夏合宿肛 猛暑だったこの夏実施されました。

ルートについて,先に補足しますと 高二郎

から見越山のかつてのァングル遭はほぼ痕跡な

し ブナオ峠 哺 山刀利自然休養地として野

営場他の整備が整えられていまつ から赤摩木

古経由てllびている登山遭と合流する見越山頂

から道はよくなり,奈良二 大笠山では むし

ろ馬漉てかい標柱や,ベンテ :テーブルなどの

の調躊に輿醒めさせられる程です。大笠から,

一方岩岳までは原始のままの秘境の山 7々1●さ

れています。 0こ山については 0哺め らヽ,

場 !1ダム経由フカバラノ島根コースが開通し,

健脚向きなから日爆り山行が可能となりましわ

水については かつては勘 中¨ 永

の全糧整雄■て いく斌 でした コ鑢 嵩とも

たいへんな負廻をしいられました。現在lt多

くの動 ―ヾテイーが採つているように,現

地て沢を下りて水を確保してくる方式が採られ

ています。とはいえ 下りは10分程でも戻り

に 水ポリを担譲 一日の疲労がとっとててく

る中で鋼 を¬蒻霧 ■力けて這い■か リー

死に物狂いの智労があったようですヽ ミスター

KUWV達の汗を讚えつつお読み下さい。

'94白 山 Party
茸 合 宿 の 記 録

リーダー 山本 期

8月 4E(1日目)晴れ

ヤブコイに

'メ

ゃ リーダーの判断ミスでテン場

予定地のヮングル平に豪 たヽのは 朗臨時間ま

であとわずかの午後54水 たまりの水を飲ん

で→きつく。

8月 6口 (3日 日)晴れ―曇

見越山南秘 こ出てヤブ明けの快感を知る。こ

れからは 快透な登山が続くと思ったら 夏合

宿の行程中,最悪の暑さ勘本験する。歩き始め

て10砂程でサウナ状態となる。みんなで瀬測 ‖

の冷水を飲んで体力睡 する力,大笠山まで

行けず 登衝道の上にテン設することになる。

今日も午後 5申暇筆

8月 7日 (4日 目)晴れ

大笠山のフカバラの尾根から下山して再び二

方岩に登りかえすという方法乞思いつき,前日

そのように決定したが 大笠山のビークに立っ

て笈を見え時 ヤプをこいて笈のビークに立ち

たいという気持ちに押さオ、 とりあえず出発し

た。このIIも大笠山

…

水を汲こ 宝

剣のビークでテン設てきそうな場所を見つけ,

テントを張る。宝剣から見た笈は迫力があった。

8月 8日 (5日 目)晴れ

ようやく笈ケ岳のllIに立|つも感慨探いもの

があったホ やはり笈のビークも蒸し讐かった。

通称 」後のテン場という夢テンまで行き 午

後は久しぶりにのんびり過ごした。

8月 9日 (6日 日)晴ンι

オロロが節 かヽかる中 必死の思いて新道と

っつきのテカ霊、 早くも下山した0瀬動と前

進しなければならないという葛藤に苦しめられ

る。

8月 5日 (2日 日)晴れ―曇

とりあえず高二郎を越えるということを合言

葉に,うだるような暑さの中 夏合宿初めての

今日の行程中 池維までなのでそれほ

と長くな0、 予定より丸一日遅れているな と

りあえず一日一日辛抱強く行きたい。仙人童の

池語は噂通り快趣なテン場だな 胸 水劇 ヽ

きな虫たらけで,今まで沢の水機 ιていた僕

け 少の抵抗を露じれ ここから見た笈 大笠

は自由蝶 の素晴らしさを全て語っているよう

な感じて やたら立派に見え,ヒ
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8月 10日 (7日 日)晴れ

2万 5千分の1の地図では仙人窟の地斃から

ゴールとなる三方岩岳まで, もう日と鼻の先と

いった感じである。岩底バットレスの手前の岩

峰群で景色を楽しんだあと,いよいよ国見山の

急登にとりかかる。そこで,今日中に瓢筆山の

展望台まで行けるだろうと楽観的に考え 持っ

ていた水の大部分を捨てたのだが これが大失

敗であった。水額 て軽くならたにもかかわ

ら,進 むスピードはあまり刻 しかなくて,結

局午後7臨 薄暗くなった瓢鏑山頭上付近の澪

にビバークするはめとなる。みんなさすかに疲

れきって

…

い。ポカリを飲んで早々に寝

る。

8月 11日 (8日 日)

lPほとで道のある動輩展望台に到ま つい

にヤブから抜け出し,みんな多少疲れた顔をし

ているか さすかにさわやか嵐 スーツヾ―林遭

に一時的に下りて,三方岩の駐車場でのんびり

朝食を食
^て

,4ヽ屋務のテン場

^テ
った。駐車

場は観光客が多くて少し恥ずかしかったが ヤ

プを抜けた今 そんなことはみんなどうでもよ

いといった感じだった。

8月 12日 (9日 日)晴れ

北縦走路を南下し,ゴマ平ヒェッテまで進れ

途中,オモ谷に寄り道したり,快通な山歩きが

続く。道があると,必ずいつかはテン場に着く

という力と壇● あ`って

一

うにすらな

る。北縦超路で13/に誰も会わず iとアルプス

を眺めながらの登山で,僕はこのコースが気に

いった。

8月 13日 00日 目)晴れ―ガスー雨

いよいよ自由のピークに立つ日′i僕以外の

メンバーの全員は 白山のビークに行ったこと

がなく楽しみにしていたのヽ 、台風のせいか

勲 檄 :に強く,ガスが力い っていて展望は全

くない。室堂罐 わらずの溜離ぶりで,下界

に来た感じさえあった。

8月 14日 Cl日 目)雨―曇 沈肇

襲 ら雨力警 っているので議 寝たり起き

たりの繰り返し.ヒ マてしょうがない。食糧も

たいしたものがなく,残りの ―ヽティング食を

すべて食べてしまった。

3月 15日 G2日 日)晴れ

Bll山を泄えて,神鳩中 屋ヽ 、́ このあ

たりは金大ワンずヽ国■年か前に1度来えきり

で, ほとんと山に入っていないようたtJ渥の

ノートには 都泣大ヽ 卸 駄 のヤブこぎ

の記録があった。大日ケ岳方面へは今回は諦め

て,雛 に期待することにする.時間 燎 った

のでそのまま石徹自へヽL水 の豊かな町て

四方をすべて山に囲はれており,譲ができれい

な所だった。

8月 16日 α3日目)増れ

石m彎 昨日テントを張り,―
湖から

一

金沢へ帰る。下界|まとこも観

光客だらけで騒がしく,ヤブにいた時とのギャ

ップがはげしい。

TIllし たら感動がこみあげて くるのかなと思

っていたな いつもの山行と同じような あま

リパッとしないものだった。

トビ イラスト竹中

自然メユ3号より

敏
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夏 合 宿 ′懇 想

C見雀Ы響 介 〉

現役紹介を 夏合宿の一言感想で行うことに

しました。もらった鵬 ばちゃんとヮープL‐ まI

ちしてあったのですが 学年と 3回生につい

て,よ役職名を入れたくて,打ち直しました。

4回生lt 10月 ヽヽ ,そろって需原さんのお

塁多りにでかけ,卒業までに
'ま

蒲原さんの思い

さを合めた一言を書きたいとのことでtた.次

回に回すことにします。

北_ア ′
“

プ́ ス H10ネ rt_y

老口 浩章  (1回生 文学部 司 H哺

ド快蒲で北アルプスにおばれ 縦走できてと

てもよかった。朝の雲海がよかった。  |

ヨヒア ′レプ ス IParty

柴口 祐介 (3回生 P審議長 経済 愛知識

4α罰 ヨ樋重‐針ノ木雪渓―蓮華の大下リー

い の機 ―帥 匹

“

い0せ―ガ儡 岳―

笠―御来光―高

…

新堀 由佳 (3回生 L会議長 文学部 富山)

3年目にして,はじめて端 詢力射こ終わ

りました。リーダーの足をひっばるばかりでし

た7・
l楽しい山行だったので願 こ満足してい

ま魂

高石 拓男  (2回生 饉酔学部 編創識

軽装だったので山を楽しめた。全ルートを歩

けた満足勘 ドある。日焼けできてよかった。

吉原 正敏  (2回生 理学部 司 iI哺

昨年とはうって力わ っての好天て 全コース

日程とおり消化できて良かった。針ノ木―鳥帽

子間tム 人も少なく静力て いい山だった。

4祭 議司  (1回生 理学部 帥

幸運だったのか 鳥帽子以外はみな順調l‐進

み.自分も最後まで体力ももち,よかった続き

の山行でした.

小西 陽介  (1回生 文学部 茨如

北アルプスは素晴らしかった。もっといろん

な山にチャレンツしたい。

若慟 悟 (3回生 3M議長 理学部 荀 ‖哺

山はやっばり晴れ山だと思った。毎日午前市

にテン場に着き, それから翡 もう鵜 晴

沈もあり,とても楽しい山行だった。

福瀾 武志  (3回生 主絆 丈学部 京都ゆ

3年連続の槍ケ岳 3年連続の 販 ノヾラ

マ。 もう文旬なし、

浅野 嘉之  (2回生 教育学部  期 鶴

熱を出して申し訳ありませんでした。楽しい

メンバーで,晴れた■行で, よかった。

神垣 聡美  (2回生 法学部 大陶囀

北アカヾ 捜てきてよかった 一度は行ってみ

てほしい画だと思う。

宮本 浩二  (2回生 理学部 富山恥

久し振りの晴れた!鮨子だった。青空を見飽き

た面 テだった。

岩倉 塁英子  (1回生 工学部 富山哺

ふり返った臨 自分の歩いた道のりに感動し

ました。山の空気は冷たかった。
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南 ア ′レ ー
‐
ス Pa r t y

藤牧 康子 (3回生 L審議長 文学 費部詢

ますます南アルプスが大好きになった。誰も

病気 ケガをすることなく無事に夏合宿を終え

た時餞 リーダーとして,ネ ッとした。

戸ヽ 良和 (3回生 副将 理学部 愛知関

最後の夏合宿がとりあえず晴れていてくれた

ので いい山御 こなったと思う。

金吉 史哉  (2回生 理学部 千錮0

=伏
峠までの道はとってもきつかったなあ。

期 効 電 (2吐 蝉 隣 躙

目指すRXX油峰は6峰すべてとれて満L久
しぶりの∝∞m峰で,少しドキドキした。

西ξ 由岳  (2回生 工学部 殉囀円

楽しかった。ちょっと上回生の気分を味わえ

た。

勝俣 竜哉  (1回生 文学部 議翻識

夏合宿に行って, とてもいい体験ができまし

た。

阪本 京子  (1回生 文学部 群島峙

少しつらい時もあったけと 景色がきれ でヽ,

とってもステキな画でよかった。

自 由 Pa r ty

山本 英男 (3口生 Ptt ω係 工 欄 lD

最後まで行けま 心の中に結局何かひっかか

るものが残ってしまった。ヤブこぎはつらいも

のだったが あの中で得たものは大きいと思う。

イ燃 俊夫 (2回生 工学部 君幅 彙

生きて帰れてよかった。この感動に,/trき

なあの娘に分けであげたい。

宇根 悟更 (2回生 工学部 大脚

“―t意れられない (だろう)麟 をしてしま

った。4め らヽ思うと ,プの中もけっこう楽し

かったのがなあ?服の臭さと (調紛 永の中

の水力¶ 象的てした。

御 口 豊矢  (2回生 文うキ  ヽ協不コゆ

何ほともあれ辛い山行だった。署さと ■o
多さ1編‖饉外だった。あとの曜の渇き。でもや

っばリヤ
'コ

イは楽しい 1

三濾 永士  (2回生 法学部 愛知県)

真夏のキデこきは油象以上にきつI」 。た。雨

か篠らなかったのが せめてもの救いだ。たと

思う。とんなに頼まれても 蔓の自由―BHは

もう絶対
`こ

`子

かな0ヽ と ′檄こをう.

,1/r-ePartf/

山口 陽―  (3回生 罐 工 翻同尉

天側 こ恵まれて楽しい山行だった。

橋本 敏台 (2回生 理学部 二重間

野郎Partyでなくてよかっれ

正書 久裕  (2回生 経済学部 鋼

昨年がひとかっただけに,晴れた山はいいな

と思いました。

牧原 弘明  (2回生 理学部 1協朧聾

みんな仲良く元気良く,さ らに元気良く山に

登れてよかった。

石谷 雷美子 (1回生 工学部 富山崎

八ケ岳は素散な山でした。楽しさいっばいで

した。

―%―



川本 幸代  (1回生 教育学部 岐阜尉

天気もずっと良くて 楽しみながら山に登れ

てよかったです。メン′`―の 逸́ も楽しいメ醸

ばかりだったので あっという間の7口 FHiだ っ

た。

西口 秀輝  (1回生 文学部 司 m
ド快晴の車 ノヽケニを完鈴 躍てきたことが

非常によかったです。

′
ノ

行事報告 《94年度夏合宿以後)

合フン ッ
"～

82‐

→区工の里ム‐=蛇ク滝→自π LI→医工の里―車使用→角間キャンバスム→

CL藤牧 〈右合む3年8名、2年 15名(1年7名 福井大学4名 福井工大3名、宮山大学3

名、宮山女子短大6名 まヽ 名)

‐南アルプス深南部 PW ,2～
"8

→水窪駅→営泰署小屋ム→中ノ尾根山→三又山ムートナナ山→笹ノ平ム→池口岳→光

岳→光小屋■‐易老岳→本谷口‐

L"IS L藤牧 友野

`ヽ

椒
=浦

・立山、大 日岳PW ttν～826

→室堂→雷鳥平

`→

立山三山‐別山→雷鳥平ム,大 日岳→菫堂→ キ

L沢田SL福田 正善 牧原 力I本

‐蒲原良太郎君を偲ぶ郷岳PW
→室堂→錘沢ん か岳、前煎→室堂う

飛

　
・ヽヽ

、

ノ

ヽ

827-828  ´´ ´

卜、,7:i」り学;:鮮I:群i書漢tt警
にかけてき

Lコ lS L石川 奥出、奥、松浦、望月 伊藤 丼村、岡口、宮は 清水 朝日、日

中、新倉 樫村 柴田、前日顧 r・l お鳳新太郎さん、お原道子さん

雲ノ平、高天原 PW 
“

o～%
→折立―薬師峠ム、雲ノ平キャンプ場路 高天原‐三俣蓮華岳‐裏部五郎小舎去→黒

部五郎岳→″立→

L吉原 SL若山 石

"k清
水 小泉

・シ作 表小屋作業 919～9/23 (4颯 修復作料 2期工事床拡張り)

→犀川ダム→BH下ム→犀川ダム→

CL戸日CSt山 口、彙田PL若山 山本、編口 新堀 (右合む031名、44名 3

年 名、2年11名 ´曰名、計31名 )

存の 銀 ,'

―

"―



・北山川、熊野川 PoW.924～927

→田戸ム→希八丁→赤利 ::合流点付近ム→河口i付近ム→新宮→    ′

L田中SL伊藤 新保.宮崎、福田、金吉、川本、岩倉      |

1飯豊連峰P.W.9r25～嘘8      :       ′
→温身平ム→梶川尾根→カイラギ小屋五→飯豊山五→弥平四郎→ メ を構

L山口SL石川 奥出、新堀、小西

・ 口三方岳 P.W.lυl～ lo2

→登山ロムo口三方岳■

L牧原 SL若山 宇根、小株 佐川、

。百四丈 P.W.,lo/8～ 1"

→丸石谷よや黒滝→

L金吉 SL橋本 奥出、石川、朝日、新倉、

プ ナ

西田、石谷

犀J[|グムから高里郎曲までの状況

幣

窒

′ 豆 知 識           
‐

1、お111:書
争i書あ:::Ilittlll[:言 II「:

宮本、浅野

澪り11ダ ムからの道は山菜取りの人達などが草刈りをしてくれているので、ゆどい時で

もどこが道かは必ずわかると思います。危険な所は、出島から吊橋の間で何ケ所か道が

崩れかけている所があることです。踏み外すとダム湖にはまつて L′ まつたりするような

感じです。轟橋を渡ればBH.まで15分位の何の蘭題もない道です。

BHは 今年の小屋作業で床板も張られ、雨漏りが少しありますが、充分に宿泊可能

となっています。登申道からBH.へは特に看板などはありませんが、音さんが良く知つ

てらつしやる頃のままで、変わつていないと思いま魂  今、B_H.には落書きlinと 麻

雀牌以外のものはないので、宿VIBな さる方は各自で必要なものを持参してください。

3.H_か ら寓二郎出までの登山道は、ここ2年程小屋作業で小屋の修理をやつていたた

め、新道に関しては、本格的な整備は行なつてISらず、部としての新道の使用は、ここ

3年程あまりおこなわれていません。今では現役部員の中にも新道を登つたことのある

ス闘は少なくなつてしまつているため、現在どのような状況かは詳しくなわかりません。

:ヨ道の方は、新 トレ前に整備が行なわれているために現在も確実に通行可能です。注意

する所は、前高二郎以後の道力巧月頃から所々木の技などが道にせりだしてきて歩きに

くくなることと、ビーク手前2ケ所で道が急登になり少し崩れているためロープがある

ことぐらいで、それ以外は特に問題はなく通行できると思います.

皆さんがよく知つてらつしゃる頃と、高二郎周辺の環境はそれほど変化していないと

思います。高二郎に快適に登れる時期はとても限られています。私も夏に3.H_へ行き、

オロロの大歓迎を受けました。もし忘れてしまつた方がいらつしやれば注意してくださ

セ` .

文責 福田武志 (37期 )

一 解 =



'94■ 糧 づ昨 業 L幸臨 寿

層運懺 L戸鶴 良和

昨年 老朽イ勧堆 んでいた山小屋BHの屋根

が何とか張り替えられ 今年はいよいよぅ床を

張ることが使命となった。

春頃から,これに関する議し合いが 3回生の

間で始まり,計画としては 昨年に立てられて

いた案を3:き継ま 具軸 を立てていくこ

とになった。

ところで,昨動g略労 した資材撥入を,今

回は春に行ってみようかという―
た。春な

らダムの水位も高く,資材搬入ボー トがかなり

上流まで入れるから‐―であったが ボートを平

日しか貸してもらえないことが分かって,こ の

案は諦めなければならなかった。そして,やむ

なく, 9月 という水位の低い時期に行うことに

なった。

ところが 今年は異常な日照り続きで,ダム

の       下がり,ボー トが崚えるか

どうか心配となった。しかし, 9月 7日 に偵察

に行った隠 9月に入って雨が続いたこともあ

って,何とか出島付近まではポー トが入れそう

で,安心すること柚 来た。

9月 14日 にmpJlに注文してあった本材が届

き,翌日,こ の本材に防腐処理を施し,その他

の資材はその後ホームセンター翻mYA等で調達

した。

9月 19日 より小屋作業が始まり, 2日 目に

角間キャンパスからダムまでを学生課のトラッ

クで運び:その後ダム所有のポー トで出島まで,

さらにその先 BHまでは歩荷を行った。

実際の作業は3日 目の 9月 21日 より始めれ

土台としては強度に不安があったが モルタル

レンガ 2, 3個機 ,その上に角材を並べて

いき,その上にフ●アーボードを張っていった

作業は予想以上に進れ 22日の午後には床が張

り終わり,その後

“

日の午後まで, ドアの鏃

取り付けにあたった。 針画書

―

く雑 の課題>

今邑 初日と4日 目の午後に雨に降られたが

4日 目の時に,屋根の方から2ケ所雨漏りがあ

るのが見つかった。

原因は 屋根の一番上の梁汎 上からトタン

を被せてあるだけであったため,その梁から雨

が染み込んで,それが浦り落ちていたのである。

とりあえず応急処置として, ビニールシート

を星根上から被也 内部の方は 張ったばかり

の床に落ちないように,ビユールシァトを敷い

ておいた。来年の春には何とかしなければなら

ないだろう。

しかし,床を張ったことで宿泊可能となった。

来年度は 内部の壁がコンクリートむきだしな

ので,そこに板を張るくらいであろう。

<ベルクハイムの利用について>
ベルクハイムは宿泊可能になったが 今後ど

れだけ利用されるか疑間が残る。

今回の小憂作業にしても,部員全体の雰囲気

は  [やりたくない幾 行事だから仕方なしに

やる]という風に感じられた。また9春の新 ト

ンは高二郎であったが それについて,下級生

から反対の声があったのも事実である。それだ

け,BHに対して,思い入れを持っている部員

力ヽ なヽいということである。

昨年から修復を行っているが これに 土台

や梁などがまだしっかりしていたから出来たも

ので,何年か先に,昭和49年の改修工事のよう

な大規模な修復が必要となった臨 それが出来

るか疑間です。おそらく,とてもあれだけのこ

とは出来ないと思います。

したがって,なるべく利用してこまめに修理

し,少しでも長くもたせることが重要になると

思います。

よって,今後 BHについて話し合われ 活

発に利用する方法を考えていってはしいと思い

ます。

信十画書 設計図については一部のみ紹介)

-28-
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く●1等 奇去ゝ
X口 しヽ つヽヽス_

:ar qA n .*'L
,fi,1"8,

ガ罐菫 僣議義姿髪計幸路 彗

□ 夙 中 罐 謝 輪 斃 登 閣 ,085円

□支出

9/14 床用本材 (出村製材所)941000円

9/15 ドア用木材      5,糊 円

その他材料 (税込み) 21,478円

モルタルレンガ瞼個  4,翻円

端

カンナ

ノコギリ

クレオソート 2缶
ハケ      &本
軒      躙

ノミ

ドアノブ

チョウツガイ

トタン

釘 ―

9/17 バポナ 嚇 蜘

コ三一代

oス千妖 納降 た設 奪ろ夫委 1ト

手 、、こ 匙 わへ3・

くェュ !し っぃてゝ
。 '種 (bF_癬 7・0,′ 7)の 二L lt二會 ‐

ι与3蒻 t都ヒ。及 しヽ也べ て・

Iの 上 1し 7口 7-ポ'~ド た

打 ち村 0■ もヽく,

穐 凰な参照 .

780H

l,080円

1,280円

1,鶴円

1,醐円

2=340円

1,080円

980円

400円

480円

21076円

1,圏円

2,醐理,cぃ 亀

くオ爽しれ方材>

:二霊11舞腱 Iガ
o■ ■■欺 (鳳 k雄 え)鶴

交通費 (バス代,ガソリン綺

15;045円

その他      3謁 田円

計      142,961円

―∞一

暁 1%,lZ円



バ
ッ
ク
ナ
ン
パ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
は
さ
み
込
み

の
ハ
ガ
キ
に
号
数
と
冊
数
を
明
記
し
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

創
刊
号
　
特
集
―
キ
ノ
コ
の
王
国

第
２
号
　
特
集
―
野
鳥
の
王
国

第
３
号
　
特
集
―
恐
竜
の
王
国

第
４
号
　
特
集
―
渚
の
王
国

第
５
口万
　
特
集
―
温
泉
王
国

第
二
万　
特
集
―
け
も
の
の
王
国

第
７
号
　
特
集
―
山
菜
の
王
国

第
８
口∵　
特
集
―
自
由
王
国

第
２
写　
特
集
―
薬
草
王
国

第
１０

，万　
特
集
―
鯨
の
王
国

第
讐

， 　
特
集
■
島
を
探
る

第
１２
号
　
特
集
―
川
と
遊
ぶ

第
１３
号
　
特
集
―
里
山
を
楽
し
む

第
１４
号
　
特
集
―
街
を
歩
く

第
１５
号
　
特
集
！
奥
山
に
親
じ
む

第
誓
亨
　
特
集
―
海
に
潜
る

第
・７
号
　
特
集
―
田
園
に
学
ぶ

第
１８
号
　
特
集
―
潟
湖
を
巡
る

第
１９
号
　
特
集
―
土
と
い
き
る

第
２０
号
　
特
集
―
水
の
な
が
れ

第
響
万　
特
集
―
風
の
よ
う
に

第
２２
号
　
特
集
―
雪
に
舞
う

準
２３
‐号　
特
集
―
彩

第
２４
号
　
特
集
―
涼

第
２５
号
　
特
集
―
音

第
響
万
　
特
集
―
光

第
２７
口万
　
特
集
―
医
王
山

第
２８
号
　
特
集
―
九
十
九
湾

'94 10月  秋期号 1994年 :0月 :日 発行

定価 600円

企画 石川県自然史協会
監修 石川県環境部自然保護課
編集 『自然人』編集委員会

矢島孝昭 (代表)

大村明雄  上田哲行

発行人 榊

発行・ 編集制作

獄 鎌 本確文堂
企画出版室◎

印刷 獄 鏡 橋本確文堂

『自然人編集室』
〒921金沢市増泉■ 10-10

株式会社橋本確文堂企画出版室内

TEL0762-42-6121  FAX0762-43-7945

●講読のお申込みは、書店および薔集豊で承っ

ております
`0本誌掲載の記事 ‐写真の無断転載を築じま

す。

前号 (自 然人No28)の r九十九湾と縄文真脇
遺跡」の,3ベージ 2段 目の「正保九年 (一九
八七)」 は r天保九年 (―八二人)」の誤りでし
た。皆様にご迷惑をおかけしましたことをお
詫びし、訂正させていただきます。

「
桂彗秦ミノヽ」 ψDご 驀喜グト

読み辛いことと存じますが p32-38は後ろのp38か ら読むようにして下さい.

自然人第四号の記事の転議です。¬応 お断り済です湧 7ページも転載しまし

たので籠競数7ッ プに濃力しておこうと思います。

この本lt県自烈鷺観勒曜機にあたり,石
'1の

自然

…

い。その保護

と活用を啓蒙する季刊腕です.ネイチヤーインフォメーションのイラストを毎号

担当しているa期竹中 敏氏をはじ税 どこかにヮングルOBが登場しています。

温泉王国特集の第5号には 結成前の「 グループ家」達のハダカまで (気色悪い

?でlt某美人姉妹つ′、ダカも)載っていました

中では 第8号白缶土巳 第
"号

医王山が好評だったようです。その医王山特

集には 医王の里 福光国のイオックス・アローザスキー場はじめ,最新の医王

山の薄報が載っていますので,自由 '犀輿の次に戻T山が饉かしい方は選井ご講

読下さい。 (リ フト終点の夕霧峠では只今 =階建の休憩舎を建設囀

また,自然人 口覇司則 のページには 県内で行われる自然に親しむ行事の情

報が蒲載されています.いきなり山は億劫だという方:まずは家族で楽しめるこ

とから一といった方には手頃な楽しい自然満喫コースがいくつも紹介されていて

利用価値があります。

そのうえ,恥 Love Shiz倒戯nのコーナーにお便りを出すと,テレフォンカー

ドがもらえて 元がとれてしまうといった何とも嬉しい本なのです !

-31-
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植
え
て
育
て
て
い
ま
す
。　
一
般
の
方
に
も
参
加
し
て
も

ら
っ
て
、
苗
の
ま
わ
ヶ
の
下
草
を
刈
り
払

っ
た
あ
と
で

す
。
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
の
季
節
で
す
が
、
水
溜
り
の
上

の
枝
に
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
が
見
つ
か
り
、
谷
川
か

ら
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声
が
、
ま
た
森
か
ら
は
ア
カ
シ

ョ
ウ
ピ
ン
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
夜
に
な
る
と
、
他

で
は
聞
け
な
い
コ
ノ
ハ
ズ
ク
の
声
も
よ
く
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

七
月
下
旬
、
梅
雨
が
開
け
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
と
ん
ど

姿
を
見
せ
な
か
っ
た
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
、
野
猿
広
場
に
毎
日

に
よ
う
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
川
の
冷
た
い
水

に
入
っ
て
カ
ジ
カ
や
イ
ワ
ナ
を
探
し
た
り
、
水
中
の
石
を

拾
っ
て
カ
ゲ
ロ
ウ
や
カ
ワ
グ
ラ
の
幼
虫
を
見
つ
け
る
の
も

楽
し
い
で
し
ょ
う
。

秋
蛇
谷
の
秋
は
早
く
、
入
月
中
旬
に
は
ス
ス
キ
が
穂
を
出

し
、
キ
リ
ギ
リ
ス
や
コ
オ
ロ
ギ
類
が
盛
ん
に
鳴
い
て
い
ま

す
。
九
月
に
な
り
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
や
ア
ケ
ビ
、
ク
リ
な
ど

が
実
る
と
、
そ
れ
を
求
め
て
動
物
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
カ
ジ
ヤ
谷
や
ジ
ラ
イ
谷
、
野
営
場
な
ど
は
、　
一
面
オ

ニ
グ
ル
ミ
の
林
と
な
っ
て
い
て
、
実
を
運
ん
で
い
る
リ
ス

に
出
会
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
夏
の
花
が
残
っ
て
い
た

り
、
秋
の
花
が
咲
き
出
す
な
ど
、
九
月
は
花
の
種
類
が
多

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
■
に
つ
く
花
の
時
期
を
図

ｔ
し
た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

十
月
上
旬
に
ス
ー
パ
ー
林
道
の
一
番
標
高
の
高
い
と
こ

ろ
で
始
ま
っ
た
紅
葉
が
、
中
宮
展
示
館
ま
で
降
り
て
来
る

の
は
十
月
の
終
わ
り
で
す
。
赤
や
黄
に
さ
れ
い
に
色
づ
い

た
落
ち
葉
を
探
し
な
が
ら
歩
道
を
歩
く
と
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
や
ヒ
ガ
一ス
コ
ガ
ラ
な
ど
の
混
群
に
出
会
え
る
で
し
ょ
■ヽ

え
ナ
植
栽
地
下
享
刈
り
体
験
会
に
参
加
し
て

平
成
六
年
六
月
二
十
六
日

（日
）
、
石
川
県
白
山
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
、
自
山
ブ
ナ
植
裁
地
の

下
草
刈
り
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
・

こ
の
日
の
参
加
者
は
一
般
市
民
二
十
数
名
。
自
由
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
米
山
所
長
か
ら
、
事
業
説
明
を
受

け
た
後
、
セ
ン
タ
ー
裏
手
に
あ
る
プ
ナ
植
栽
地
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、
五
人

一
組
と
な

っ

て
、
ブ
ナ
と
区
別
が
つ
か
な
い
く
ら
い
生
い
茂
っ
た
草

を
刈
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
の
ブ
ナ
た
ち
は
、
平
成
二

年
に
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
だ
一
屑
く
ら
い
。
四
年

の
月
日
を
か
け
て
や
っ
と
こ
こ
ま
で
育
っ
た
ブ
ナ
も
、

下
草
を
刈
ら
な
い
と
、
草
の
影
に
な
っ
て
日
光
が
あ
た

ら
ず
枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
ツ
ル
草
に
か
ら
ま
れ
て
奇

形
の
プ
ナ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。
ブ

ナ
に
対
し
て
お
の
ず
と
湧
い
て
く
る
愛
情
と
使
命
感
に

か
ら
れ
て
、
そ
の
場
に
し
ゃ
が
み
こ
み
、
丹
念
に
ツ
ル

享
を
と
っ
て
い
る
参
加
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

「人
間
は
今
日
ま
で
、
営
利
目
的
で
木
材
に
な
る
ス

ギ
な
ど
の
針
葉
樹
を
植
え
、
本
来
そ
こ
に
あ
る
べ
き
ブ

ナ
な
ど
の
広
葉
樹
を
な
く
し
て
、　
一
帯
を
針
葉
樹
林
に

し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
そ
の
一
帯
に
生
息
す
る

の
は
、
針
葉
樹
林
に
住
む
生
物
だ
け
に
限
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
環
境
の
単
一
化
を
防
ぐ
た
め
の

第

一
歩
と
し
て
、
プ
ナ
の
植
栽
が
な
さ
れ
た
の
で
す
」

そ
ん
な
米
山
所
長
の
言
葉
を
噛
み
じ
め
な
が
ら
、
自
然

を
慈
し
み
育
む
こ
と
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
一
日
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ａ
）
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一

中
宮
展
示
館
へ
行
く
と
き
は
、
時
間
の
余
裕
を
持
っ
て

出
か
け
、
ぜ
ひ
周
辺
の
自
然
観
察
を
し
ま
し
よ
ナ
・
展
示

館
の
裏
山
に
設
け
ら
れ
た
蛇
谷
自
然
観
察
園
の
歩
道
を
歩

い
て
野
猿
広
場
を
訪
ね
た
り
、
展
示
館
前
の
休
憩
園
地
や

川
の
な
か
で
遊
ん
だ
り
、
ク
ル
ミ
林
の
な
か
の
中
宮
温
泉

一．．
一一・・一一一一一・一一．一一一．一一一一一一一一一一一一一一．．．一一一．一．．一一一一一
一．一． 一
．．一一・一．．．一一一一一一．

野
営
場
で
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
な
ど
、
自
然
を
存
分
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て

の
自
然
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

春
深
い
雪
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
た
め
、
中
宮
展
示
館
ま
で

の
車
道
が
開
く
の
は
毎
年
四
月
の
終
わ
り
で
す
。
そ
の
こ

ろ
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
が
、
周
辺
の
山
の
本
々
が
芽

吹
き
始
め
る
こ
ろ
で
、
プ
ナ
の
鮮
や
か
な
責
緑
を
は
じ
め

と
し
て
様
々
な
色
合
い
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
裏
山
の
歩

道
を
行
く
と
、
明
る
い
日
差
し
の
な
か
に
カ
タ
ク
リ
や
キ

ク
ザ
キ
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
が
群
生
し
て
お
り
、
ウ
グ
イ
ス
や

ホ
オ
ジ
ロ
、
オ
オ
ル
リ
が
方
々
で
さ
え
ず

っ
て
い
ま
す
ｏ

夏
や
秋
に
は
草
本
に
隠‐
れ
で
見
え
な
い
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

も
、
こ
の
こ
ろ
な
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
五
月

中
旬
に
な
る
と
ヤ
マ
ブ
キ
や
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
が
彩
り
を
添

え
、
草
原
に
は
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
よ
く
舞

っ
て
い
ま

す
。

夏
六
月
に
な
る
と
森
は
濃
い
緑
に
覆
わ
れ
、
蛇
谷
自
然
観

察
園
の
歩
道
の
ま
わ
り
の
草
も
伸
び
、
日
立
つ
花
も
少
な

く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
、
林
の
下
草
が
一
面
に
刈
り
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
く
で
し
よ
う
ｏ
も
と
も
と
ブ
ナ
林
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
、
そ
れ
を
復
元
し
よ
う
と
数
年
前
か
ら
ブ
ナ
の
吉
を

蛇谷自癬 国のかしや谷広場

野猿広場。サルに会うなら夏休みがベス ト
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が
、
こ
こ
は
あ
わ

て
ず
ゆ
っ
く
り
登

り
ま
す
ピ
帯
は
、

七
月
こ
ろ
か
ら
ニ

ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、

イ
ワ
シ
ョ
ウ
ブ
、

キ

ン
コ
ウ
カ
、
カ

ラ
イ
ト
ソ
ウ
な
ど

が
咲
く
草
地
で

す
。
や
が
て
、
ヒ

ノ
キ
や
コ
メ
ツ
ガ

の
生
え
る
県
境
尾

根
を
歩
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
樹
木
の
丈
が
低
く
な
る
と
、
三
方
岩
岳
の
加

賀
岩
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
す
。
ベ
ン
チ
が
あ
り
、
眺
望
は
良

い
。
こ
の

‐あ‥
た
り
の
紅
葉
は
、
九
月
下
旬
か
ち
十
月
申
旬

に
か
け
て
が
見
ご‥
ろ
。
う
ま
く
ゆ
け
ば
綾
録
の
山
々
を
前

要
ビ聘
誠
纂
幼
雰
誠
弄

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

し
か
し
、
妙
法
山
ま
で
足
を
仲
ば
す
の
な
ら
、
の
ん
び

り
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
三
方
岩
岳
の
飛
騨
岩
か
ら

い
っ
た
ん
下
り
、
馬
狩
荘
司
山
を
経
て
、
馬
狩
へ
下
る
鶴

平
新
道
を
左
に
分
け
る
と
、
ま
も
な
く
野
谷
荘
司
山
で

す
。
山
頂

一
帯
の
岐
阜
県
側
は
、
赤
茶
け
た
山
肌
を
さ
ら

し
て
い
ま
す
。

゛
紅
葉
の
本
々
の
間
を
抜
け
て
い
く
と
、
も
う
せ
ん
平
に

着
き
ま
す
。
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
な
ど
の
林
に
目
ま
れ
た
小
さ

な
湿
地
で
、
名
の
と
お
り
食
虫
植
物
の
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
が

多
い
一
夏
に
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
も

咲
い
て
に
ぎ
や
か
で
す
が
、
秋
は
静
寂
そ
の
も
の
で
す
。

．
一
、一

　

・
・
¨

」
・・．
一
．

¨

一
・

一
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こ
こ
よ
り
、
し
ば
ら
く
平
ら
な
道
が
続
き
ま
す
。
妙
法

山
が
近
く
に
見
え
て
き
ま
す
が
、　
一
度
下
っ
て
、
登
り
返

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
細
く
て
急
な
岩
が
ち
の
道
を

二
十
分
ほ
ど
で
す七
七
五
膿
み
妙
法
山
に
着
き
ま‥す
。
山

項
は
狭
く
、
展
望
は
抜
群
。
中
で
も
白
山
は
、
三
方
岩
岳

か
ら
望
む
の
よ
り
う
ん
と
近
く
、
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、　
笈
ケ
岳
の
姿
も
よ
い
。

．な
お
、
登
ヶ
口
か
ら
妙
法
山
ま
で
早
い
人
で
三
時
間
、

ふ
つ
う
は
四
～
五
時
間
は
み
て
お
ぐ
必
要
が
あ
り
、
下
り

も
同
じ
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ー

パ
ー
林
道
の
開
門
時
間
や
、
紅
葉
の
頃
は
た
い
へ
ん
混
み

合
う
こ
と
も
頭
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
、
石
川
県
側
の
■
ン
ネ
ル
手
前
に
あ
る

「と

い
の
本
治
■
駐
車
場
か
ち
、
瓢
箪
山
の
方
へ
登
る
道
も
あ

■
は
す
。
往
復
咽
十
分
く
ら
い
の
手
軽
な
コ
ー
ス
で
、
展

壇
始
”
ら
は
三
方
岩
岳
や
白
山
な
ど
す
眺
め
ら
れ
ま
す
。

一・
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・　
　
　
（Ｔ
）

札
酢
ぽ
霧
鷹
歩
違
　
　
．．
一

新
岩
間
温
泉

↑―一九
針
計
岩
間
温
泉
元
湯
中
一
針
Ｔ
噴
泉
塔

群
こ
の
コ
ー
ス
は
、
国
指
定
の
特
別
天
然
記
念
物

「岩
間

の
噴
泉

塔

群
」
を
訪
ね

る
も
の
で
、

ベ
ス
ト
シ
ー

ズ
ン
は
十
月

中
旬
か
ら
の

紅
葉
の
頃
。

フ
ァ
ミ
リ
ー

ハ
イ
キ
ン
グ

●
も
お
す
す
・

め
の
コ
ー
ス

で
す
。

新
岩
間
温
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′一
ヽ

泉

（山
崎
旅
館
）
か
ら
少
し
道
な
り
に
行
く
之
ず
右
に
丸

石
谷
林
道
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
柵
が
し
て
あ
り
一
車
は

こ
こ
ま
で
。
周
辺
に
三
Ｆ
四
台
の
駐
車
は
可
能
で
す
が
、

い
っ
ぱ
い
の
場
合
は
旅
館
か
ら
少
し
下
っ
た
、
休
憩
合
の

あ
る
と
こ
ろ
に
止
め
よ
う
。

車
道
を

一
時
間
く
ら
い
で
元
湯
に
着
き
ま
す
。
新
岩
聞

お
よ
び
一
里
野
温
泉
の
泉
源
で
、
野
趣
温
れ
る
露
天
風
呂

（無
料
）
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
後
の
お
楽
し
み
。
こ

こ
か
ら
山
道
と
な
り
、
右
に
岩
間
道
の
登
り
口
を
見
ま

す
。
ブ
ナ
林
の
中
の
快
適
な
道
は
、
や
が
て
急
な
下
り
と

な
っ
て
、
噴
泉
塔
群
の
あ
る
中
ノ
川
に
降
り
立
ち
ま
す
。

温
泉
中
の
石
灰
分
な
ど
が
洗
着
し
て
で
き
る
噴
泉
塔

は
、　
一
年
に
数
十
一ン成
長
す
る
も
の
も
あ
り
、
川
に
沿
っ

て
い
く
つ
か
点
在
し
て
い
ま
す
。

帰
り
の
登
り
は
ち
ょ
っ
と
キ
ツ
イ
が
、
先
ほ
ど
の
元
湯

か
旅
館
の
露
天
風
呂

（有
料
）
で
、
色
づ
い
た
山
を
見
な

が
ら
汗
を
流
す
の
も
な
か
な
か
ぜ
い
た
く
な
秋
山
の
楽
し

み
方
で
は
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｔ
）
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で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
か
ら
五
分
ほ
ど
行
く
と
林
が
途

切
れ
、
九
石
谷
の
奥
に
自
山
の
山
項
部
が
望
め
る
の
で
、

ぜ
ひ
そ
こ
ま
で
足
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。
帰
り
は
同
じ
道

を
下
ろ
か
、
ま
た
は
あ
と
約
十
五
分
先
へ
進
ん
だ
と
こ
ろ

の
「
し
か
り
場
分
岐
」
か
ら
、　
一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場
の

山
項
へ
下
る
道
を
行
く
か
の
ビ
ち
ら
か
で
す
。
　

（Ｕ
）

申
宮
道

中
宮
温
　
　
　
　
　
　
宮
道
標
高

一
二

一
〇
石
地
点

ク
ロ
ユ
リ
や

ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
な
ど
高
山
植
物
の
大

群
落
。
昔
、
自
由
が
活
発
に
噴
火
活
動
を
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
噴
出
物
や
火
山
地
形
。
ダ
ヶ
カ
ン
バ
や
ブ
ナ
の
大

本
が
し
げ
る
原
生
林
と
、
そ
こ
に
生
き
る
多
く
の
野
生
生

物
。
中
宮
道
は
、
数
あ
る
自
山
の
登
山
道
の
中
で
も
特
に

豊
か
な
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
道
で
す
。
し
か
し

中
宮
温
泉
か
ら
室
堂
ま
で
二
十
キロと
距
離
が
あ
る
た
め
、

上
り
も
下
り
も
途
中
に
あ
る
避
難
小
屋
に
泊
ま
る
山
行
と

な
り
、
利
用
者
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
帰
り

で
行
け
る
コ
ー
ス
を
こ

こ
で
は
紹
介
し
ま
す
。

中
宮
温
泉
の
駐
車
場

に
車
を
置
き
、
橋
を
渡

り
、
旅
館
の
川
向
い
に

付
け
ら
れ
た
車
道
を

上
っ
て
行
く
と
、
左
に

大
き
く
カ
ー
プ
し
て
ま

伊
な
く
、
谷
が
狭
ま
つ

た
と
こ
ろ
に
構
が
架

か
っ
て
い
ま
す

（標
高

七
三
０
属
）
。
こ
の
湯

の
ま
っ
す
ぐ
な
上
り
が
続
き
ま
す
。
周
り
を
観
察
す
る
余

裕
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
付
近
は
カ
モ
シ
カ

が
よ
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
注
意
深
く
観
察
す
る
と
道

沿
い
に
食
痕
が
見
つ
か
つ
た
り
、
カ
モ
シ
カ
道
が
登
山
道

と
交
差
し
て
い
る
の
が
分
か
る
で
し
ょ
う
。
上
り
き
る
と

林
が
途
切
れ
、
高
茎
草
原
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
五
月
の

前
半
な
ら
カ
タ
舛
り
や
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
が

咲
き
、
芽
吹
き
始
め
た
若
草
を
求
め
て
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
な
ど
が
現
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し

夏
は
、
ス
ス
キ
や
イ
タ
ド
リ
、　
ハ
ク
サ
ン
ア
ザ
ミ
な
ど
、

背
丈
を
は
る
か
に
超
え
る
高
さ
の
草
で
被
わ
れ
ま
す
。
そ

の
草
原
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
に
ト
チ
ノ
キ
が
あ
り

（標
高

九
二
〇
解
）
、
再
び
林
の
中
の
道
と
な
り
ま
す
。

標
高

一
〇
〇
０
〓
を
超
え
る
と
、
プ
ナ
を
主
と
し
た
大

本
の
林
と
な
り
ま
す
。
ｔ
ガ
ラ
や
コ
ガ
ラ
、
ゴ
シ
ュ
ウ
カ

ラ
な
ど
に
出
会
え
、
六
，
七
月
な
ら
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
、
八

月
な
ら
コ
エ
ゾ
ゼ
ミ
が
よ
く
鳴
い
て
い
ま
す
。
ま
た
登
山

道
に
は
テ
ン
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
な
ど
の
糞
が
多
い
と
こ
ろ
で

も̈
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
秋
に
は
紅
葉
が
索
晴
ら
し
く
、
倒

本
に
ナ
メ
ョ
や
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ
が
見
つ
か
る
で
し
ょ
う
。

急
で
あ
っ
た
道
も
、
標
高
一
一
五
〇
屑
付
近
か
ら
緩
や
か

に
な
り
、
ま
も
な
く
中
宮
温
泉
か
ら
二
。
ニ
キ，
の
表
示
の

あ
る

「清
浄
坂
」
の
道
標
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
尾
根

筋
の
道
を
十
五
分
ほ
ど
進
む
と
、
見
晴
ら
し
の
よ
い
小
ピ

ー
ク
に
着
き
ま
す

（標
高

一
二
一
〇
肩
）
。
中
宮
温
泉
か

ら
約
二
時
間
で
上
が
っ
て
来
れ
る
で
し
ょ
う
。
両
側
が
切

り
立
っ
て
い
る
の
で
足
元
に
注
意
し
な
が
ら
四
方
を
眺
め

る
と
、
東
方
に
湯
谷
頭
、
南
方
に
中
宮
道
上
部
の
尾
根
か

ら
自
由
山
頂
部
、
北
に
は
冬
瓜
山
や
笈
ケ
岳
な
ど
を
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｕ
）

五

ガ

栽

■

ｏ
髪

涯

ｒ

一一一方
岩
駐
車
賽

一一方
岩
手

法
山

三
方
岩
岳
は
標
高

一
七
三
六
＝
。
こ
れ
だ
け
の
標
高
を

持
つ
山
へ
、　
一
時
間
も
か
か
ら
ず
登
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
石
川
県
で
は
こ
こ
だ
け
で
す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、

登
り
日
の
標
高
が
す
で
に
一
四
五
〇
属
も
あ
る
か
ら
で
、

い
い
悪
い
は
さ
て
お
き
、
ス
ー
パ
ー
林
道
の
お
か
げ
と
い

う
わ
け
で
す
。

そ
の
登
り
日
は
、
石
川
・
岐
阜
県
境
の
三
方
岩
ト
ン
ネ

ル
岐
阜
側
に
あ
る
三
方
岩
駐
車
場
で
、
ト
イ
レ
、
水
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
先
、
水
は
な
い
の
で
、　
つ
め
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
い
き
な
り
階
段
の
登
り
が
続
き
ま
す

登山道に出てきたカモシカ

暑営

`]i基

警:3
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渉
ｆ
・争

加
賀
禅
定
道

　ヽ

　

　

　

一
・

ハライ谷登山ロホ北一Ｔ
槽新富中素士Ｔし
かり場

分
岐
点
中
究
費
Ｔ

一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場
山
項

こ
の
道
は
、
平
安
時
代
に
開
か
れ
た
と
さ
れ
る
歴
史
の

あ
る
道
で
、
普
は
修
験
道
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
加
賀
の
国
の
自
由
宮

（現
在
の
鶴
来
町
の
自
山
比
畔

「
一
一
「
一
「
仙
山
頂
へ
と
続
い
て

い
は
罐
わ

め 一
［
け
ど

に
な
っ
て
い
た
も
の

が
、
昭
和
六
十
二
年

に
登
山
道
と
し
て
復

活
し
た
も
の
で
す
。

起
点
と
な
る

一
里
野

温
泉
か
ら
室
堂
ま
で

の
距
離
が
、
十
八
キ
・

余
り
と
長
い
た
め
、

お
も
に
自
山
か
ら
の

下
山
路
と
し
て

一
部

の
人
に
利
用
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
す
。
し

一一一一一一一一一一一一一一一．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一̈一̈一一一一一一一̈一̈̈一

か
し
、
四
塚
山
、
加
賀
室
跡
、
百
四
丈
滝
な
ど
歴
史
的
な

場
所
の
み
な
ら
ず
い
高
山
植
物
の
大
群
落
や
北
部
自
由
の

山
々
の
展
望
な
ど
、
見
所
の
多
い
道
で
す
。
こ
こ
で
は
、

一
里
野
か
ら
の
日
帰
り
で
楽
し
め
る
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま

す
。一

里
野
か
ら
自
由
ス
ー
パ
ー
林
道
の
方
へ
車
道
を
上
っ

て
行
く
と
、
上
り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
道
が
二
つ
に
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
」ヽか
ら
岩
問
温
泉
へ
の
車
道
に
入
り
、

し
ば
ら
く
し
て
ハ
ラ
イ
谷
に
か
か
る
橋
を
渡
る
と
、
加
賀

禅
定
道
全
体
の
案
内
板
と
登
山
目
の
標
議
が
あ
り
ま
す
。

コ
ナ
ラ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
林
の
中
の
急
な
上
Ｊ
の
続
く
登
山
道

沿
い
は
、
二
月
前
半
に
は
カ
タ
グ
ヶ
が
び
つ
し
り
と
咲
い

て
お
り
、
秋
に
な
る
と
タ
リ
や
オ
ニ
グ
ル
ミ
の
実
が
落
ち

、
　

　

　

　

て
い
ま
す
。

か
つ
て
は

炭
を
焼
く

た
め
に
切

・雌

“
一
置
赫

卸

か
ら
分
か

嘔

れ
て
数
本

赫
　
の
幹
が
伸

び
る
ミ
ズ
ナ
ラ
が
日
立
ち
、
実
際
、
地
面
を
掘
り
下
げ
て

石
で
囲
っ
た
炭
焼
き
釜
の
跡
も
見
つ
か
り
ま
す
。
標
高

一

一
〇
〇
解
付
近
で
道
は
緩
や
か
に
な
り
、
右
に
大
き
ぐ
カ

ト
ブ
し
て
ス
ギ
の
植
林
地
の
中
の
階
段
の
上
り
と
な
り
ま
す
。

標
高

一
二
五
〇
層
を
超
え
た
あ
た
り
か
ら
は
プ
ナ
林
と

な
り
、
大
本
の
林
が
こ
れ
か
ら
先
、
標
高

一
五
〇
〇
属
ま

で
続
い
て
い
ま
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
コ
ル
リ
や
ヒ

ガ
ラ
、
キ
ビ
タ
キ
な
ど
が
た
く
さ
ん
さ
え
ず
っ
て
お
り
、

地
面
に
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
足
跡
や
、
プ
ナ
の
本
の
肌
に

ク
マ
の
爪
痕
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
振
り
返
る
と
、
プ
ナ

の
本
々
の
間
か
ら
笈
ケ
岳
や
大
笠
山
が
望
ま
れ
ま
す
。
傾

斜
の
き
つ
く
な
っ
た
道
を

一
歩

一
歩
進
ん
で
い
く
と
、

「に
ち
ょ
う
と
ぎ
」
と
書
か
れ
た
道
標
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
か
ら
ま
も
な
く
で
格
新
宮
に
着
き
ま
す
が
、
右
側
に

下
っ
て
い
る
道
を
行
く
と
、

「御
仏
供
水
」
と
名
付
け
ら

れ
た
冷
た
い
水
が
流
れ
て
い
る
の
で
補
給
し
て
お
き
ま

し
よ
つヽ
。

槽
新
宮
は
、
ヒ
ノ
キ
や
コ
メ
ツ
ガ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
な
ど

の
大
本
に
囲
ま
れ
た
林
の
中
に
小
さ
な
社
が
立
っ
て
い
る

だ
け
で
す
が
、
音
の
修
験
道
の
時
代
に
は
、
付
近
に
た
く

さ
ん
の
建
物
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　
省
フ
イ
谷

の
登
山
口
か
ら
槽
新
宮
ま
で
は
三
時
間
弱
で
来
る
こ
と
が
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険
し
い
地
形
と
豊
か
な
動
植
物

自
由
ス‐‐
―
パ
ー
林
道
を
通
る
と
分
か
り
ま
す
が
、
非
常

に
急
な
斜
面
を
削
っ
て
車
道
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
は
蛇
谷
と
呼
ば
れ
る
谷
で
、
土
地
の
隆
起
と
長
い
間
の

河
川
の
流
一水
や
雪
崩
な
ど
に
よ
る
浸
食
で
、
Ｖ
字
谷
と
い

わ
れ

‐
る
隣
し
い
地
形
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
方
々

に
み
ら
れ
る
新
し
い
崩
壊
跡
が
、
今
も
盛
ん
に
浸
食
活
動

を
続
け
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
中
ノ
川
や
九

石
谷
な
ど
北
部
自
由
の
他
の
谷
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
こ

の
議
■
は
自
山
の
な
か
で
も
特
に
地
形
の
険
し
い
と
こ
ろ

射」をぇ‐‥はけピいっ』」着時螂ぼ鰤舞“神ごと一卸“

き
な
●
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。

・
そ
の
お
か
げ
で
、
北
部
自
山
に
は
自
然
の
ま
ま
の
森
林

が
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
標
高
一六
〇
〇

．井
―
■
ル
付
近
ま
で
の
、
尾
根
や
比
較
的
緩
や
か
な
場
所

■
プ
一す
林
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
雄
谷
上
流
や
蛇
谷
上

流
ヽ
一†
宮
道
周
辺
な
ど
鷲
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
良
好
な

林
が
一舞
つ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
地
域
の
地
形
の
険
し
さ

と
積
雪
の
多
さ
か
ら
、
急
斜
面
に
は
高
本
が
育
た
ず
に
高

墓
墓
腺
や
低
木
林
と
な
っ

て
い
る
場
所
が
多
い
の
も

特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
豊
か

な
植
生
が
あ
り
、
人
が
入

り
込
み
に
ぐ
い
地
形
で

あ
つ
た
こ
と
か
ら
、
北
部

自
由
に
は
動
物
も
た
く
さ

ん
す
ん
で
お
り
、
特
に
ニ

ホ
ン
カ
モ
シ
カ
や
ニ
ホ
ン

ザ
ル
、
ツ
キ
ノ
ヮ
グ
マ
な

ど
大
型
ほ
乳
類
の
生
息
密
度
が
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一一
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
多
い
と
こ
ろ
で
は
一
苗
四
方
一

十
二
～
十
八
頭
も
見
つ
か
り
、　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
自
山
の
群

れ
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
地
域
に
い
ま
す
。
ま
た
山
の
鳥
の

な
か
で
は
最
大
で
、
そ
の
生
態
系
の
頂
点
に
位
置
す
る
イ
´

ヌ
ヮ
シ
も
、
こ
の
地
域
全
域
に
す
ん
で
お
り
、
約
五
つ
が

い
が
大
き
な
谷
ご
と
に
な
わ
ば
り
を
構
え
て
い
ま
す
。

保
護
区
の
指
定

北
部
自
由
地
域
は
、
自
由
の
な
か
で
も
特
に
優
れ
た
自

然
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
自
然
の
維
持
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
保
護
区
の
網
が
か
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
。
全

域
が
自
山
国
立
公
園
か
自
由
一
里
野
県
立
自
然
公
園
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
厳
重
に
景
観
の
維
持

を
図
る
必
要
の
あ
る
地
区
で
、
物
を
作
る
こ
と
や
伐
採
、

採
集
な
ど
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
特
別
保
護
地
区

や
、
こ
れ
に
準
す
る
第
一
種
特
別
地
域
が
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
登
山
道
で
い
え
ば
、
加
賀
禅
定
道
の
奥

長
倉
山
以
南
¨
岩
間
道
の
岩
問
元
湯
付
近
よ
ゥ
南
、
中
宮

道
の
シ
ナ
ノ
キ
平
避
難
小
屋
付
近
よ
り
南
、
北
縦
走
路
の

あ
る
県
境
の
尾
根
沿
い
一
帯
な
ど
が
特
別
保
護
地
区
と

な
，

て
い
ま
す
ｏ
ま
た
は
ば
全
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
に
、　
エ
ネ
ス
コ
の
生
物
圏
保
存
地
域
、
国
設
鳥
獣
保
護

区
、
自
山
カ
モ
シ
カ
保
護
地
域
が
あ
り
、
そ
の
他
に
自
山

森
林
生
態
系

保
護
地

域

や
、
自
然
保

護
の
た
め
の

県
有
地
で
あ

る
中
宮
景
観

地
な
ど
が
あ

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
・

ど
こ
ろ
で
、　
い
ろ
い
ろ
な
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
ン
の
地
域
の
自
然
の
保
護
に
は
問
題
が
な
い
か
と

い
う
と
、
必
ず
し
も
安
心
し
て
お
れ
な
い
こ
と
も
ぁ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
国
立
公
園
で
あ
っ
て
も
、
良
好
な
プ
ナ
林

の
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
大
部
分
は
、
伐
採
に
関
し
て
ほ

と
ん
ど
規
制
の
な
い
第
二
種
特
別
地
域
で
あ
り
、
ま
た
砂

防
や
治
山
目
的
で
車
道
が
谷
の
奥
へ
延
び
た
り
、
ダ
ム
が

つ
く
ら
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。

自
然
を
楽
し
む

豊
か
な
自
然
の
広
が
る
北
部
自
由
は
、
昔
は
中
富
温
泉

や
岩
間
温
泉
な
ど
０
湯
治
客
や
、
岩
間
道
、
中
富
道
な
ど

を
歩
く
登
山
者
な
ど
一
部
の
利
用
者
を
除
く
と
、
ほ
と
ん

ど
訪
れ
る
人
の
な
い
秘
境
と
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

し
か
し
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
、
自
由
ス
ー
パ
ー
林
道

の
建
設
や
一
里
野
の
各
種
の
開
発
、
自
由
自
然
保
護
セ
ン

タ
ト
中
宮
展
示
館
や
ブ
ナ
オ
山
観
察
合
の
建
設
な
ど
で
、

急
速
に
利
用
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
夏
か
ら
秋
は
ド
ラ

イ
プ
に
冬
は
ス
キ
ー
に
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
車
道
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
続
く
歩
道
も
整

備
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
三
方
岩
岳
や
親
谷
の
湯
な
ど
自
由

ス
ー
パ
「
林
道
沿
線
や
、
岩
間
の
噴
泉
塔
、
加
賀
禅
定
道

な
ど
の
自
然
を
ゆ
っ
ぐ
り
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
よ
う
■

な
り
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
の
素
晴
し
い
自
然
も
、
車
で
通
過
す
る
だ
け

で
は
十
分
に
味
わ
う
こ
ｔ
は
で
き
ま
せ
ん
。
車
を
止
め
て

少
し
歩
い
て
み
た
り
、
登
山
道
を
半
日
か
け
て
往
復
し
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
本
物
の
自
然
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
特
集
が
、
北
部
白
山

の
自
然
を
楽
し
む
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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は

じ

め

に

「北
部
白
山
」
と
い
っ
て
も
「　
一
般
に
広
く
通

‐用
す
る

音
ユ
薬
で
は
な
い
と
思
う
の
で
，
は
じ
め
に
そ
の
音
二
薬
の
説
・

明
を
し
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

自
山
の
優
れ
た
自
然
の
保
護
と
通
正
な
利
用
の
た
め
の

指
針
と
し
て
，
環
境
庁
が
作
成
し
た
白
山
国
立
公
園
管
理

計
画
書
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
一
日
立

公
国
内
を
自
然
条
件
及
び
利
用
形
能
ぶ
ら
中
部

ヽ
‥
重
磯

北
部
２
一ら
の
地
域
に
分
Ｌ

北
事
中
豊
器
ア
し

て
，

「自
由
林
導
そ
王
に
利
用
さ
れ
，
野
生
動
物
の
生
息
密
度

が
高
く
，
自
然
性
の
豊
か
な
山
地
を
有
す
る
地
域
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
，
国
立
公
園
内
の
吉
野
谷
締
「

富
山
県
上
平
村
お
よ
び
渡
亘
直
百
】川
村
の
三
方
話
蔦
図
韮
¨

の
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
，
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
行
政
区
分
で
あ
ａ
「
単
純
に
そ
れ
だ
け
で
山
の
自
然
を

区
分
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
，
前
記
の
範
囲
に
尾
口
村
も
含
め
，
自
由
ス

ー
パ
ー
林
道

（百
山
林
道
）
を
中
心
と
し
て
，
南
は
自
山

の
大
汝
峰
「
北
は
大
笠
山
付
近
ま
で
の
範
囲
の
，
自
由
国

立
公
園
と
そ
の
周
辺
地
域
を
北
部
白
山
と
す
る
こ
と
に
し

鬱
±
■
．

-38-

|:ヽ .

．一・一一一一
ミ

．・一一一一一一一一一一．一・
一．ヽへ
一

●

■
呻



鳥 ギ電 蓬轟新聞ノ彎

…

2,4o‐ フ月25璽 〔罵躍目)

“諄
鐸
憂
豪

し
て
お
り
、
比
較
的
元
気
だ
と

い
つ
。
達
層
さ
ん
が
保
護
さ
れ

た
場
所
は
、
二
十
四
日
夜
に
達

彗
さ
ん
の
会
社
所
有
の
車
が
発

中
一
輸
極
一
い
一
”
「
鳩
眸
警

一

二
十
四
日
午
後
十
時
ご
ろ
、

一
い
と
み
て
、
二
十
五
日
早
朝
か

金
沢
市
十
間
町

一
〇
、
会
社
役

で
「
『
馨
員
や
地
元

消
防
団
員

な
い
」
と
家
族
が
金
沢
中
署

一る
ほ
か
、
県
警
ヘ
リ

「い
ぬ
わ

に
層
け
出
た
。
同
署
は
達
磨
さ
一し
」
も
空
か
ら
の
捜
索
を
行
っ

ん
が
適
難
し
た
可
能
性
が
高
一
て
い
る
。

一腱
輔
愧
仄
索

逮
磨
さ
ん
は
自
の
Ｔ
シ
ャ
ゾ

に
青
と
ね
ず
み
色
の
ジ
ャ
ー
ジ

姿
て

青
色
ズ
ッ
ク
を
履
い
て

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
曜
子
を
か

ぶ
っ
て
お
り
、
青
色
の
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
に
水
筒
、
ガ
イ
ド
プ

ッ
ク
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

達
磨
さ
ん
は
二
十
四
日
午
前

九
時
ご
ろ
に
同
社
の
社
有
車
で
一

自
宅
を
出
発
し
た
が
、
同
日
午

後
九
時
こ
ろ
に
な
っ
て
Ｊ
帰
宅

燿
夢
「委
薔
一羹
↑鳳裁鶏馨は聞

「夕刊に載っている遭難者の達磨さんは Ю期

達磨 知香さんの日那さんのことではないだろ

うか?」

との情報が事務局に入ってきたのは あ日夜の

ことでした。

遭難対策につぃては何ら話も論 ってぉら

ず 現役は夏合宿中とあって,ただ狼狽するの

みでしたが とりあえず達磨さんと同期の栂氏

に連絡をしヽれてみました。 ・
すでに相氏に醸 の件は伝わっており,彼

のまず中署ぺ連絡して現況把握を,o処置によ
り, もう無事救助されていることがわかりまし

た。くどうしたらいいのだろう>の事務局長の
パニックも短嚇師酔鞍することになりました

I― ‐‐現役のサポートとといえば 第一に

予想されることながら,山離れしているOBに
そのうえ救助なんて一と,結局話は進ます ―Ъ

さしあたりの合意に OB会そのものが確立し

てから。避けるわけではないか 時間をかけて

話し合っていこうのあたりでした。

今度の事件では 「遭難は当然 山の現般て

ある現設側におこること」といった私達の認識
の盲点をつかれました。むしろ組織から離れ

山の変貌に気付か覗 昔のままの判断をひきず

っているOB側に 追難め可能性は高いともい

えるのです。

そして,運郵り囃に私にバッと浮かんだのは

やはり現役でした。彼等に中 あり,山の

現設であり,捜索活動に加わってもらう可能性

はずっと高いのです。では誰が発令するのか

誰が要請したことべの責任をとるのかなどとい

われると困ってしまいますが お互いに裁意を

出しあえる関係でありたいと願うばかりです。

上記のような意図がありまして,達磨さんに

な
く
、　
一
カ
月
ぐ
ら
い
前
か
ら
一

家
族
に

「自
由
へ
登
り
た
い
」

と
話
し
て
お
り
、
手
始
め
に
医

王
山
の
登
山
を
思
い
つ
い
た
ら

し
い
。
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原稿をお願いしました ある種のまれたい気持

ちや整理のつかないお気持ちもあったょうです

か しつこくお願い (で,最後のベージにまわ

ってしまった)して,書いていただきました。

動 を脚 するとともに,夏にけ鱒

員つきの自山登山の企画がいくつもあることで

あり,是非「子供達と自由に登りたい」初志を

貫徹されて,山の素晴らしさの方を味わい直さ

れていただきたく思います。

夫 の 運 難

1鋤 議 矯

「やっばり,'おかしい !」

で,この出来事が始まりました。それは 8月
24日 の夜のことでした。夫が

瞳 山へ行ってくる」

と言って,朝 9時にでかけたまま帰って

こなかったのです。    ●

いっもは日曜日になると家族揃って出掛ける

のですが この日は私の勤務先の小学校でバー

ベキュー大会があり,子供達も連れて行くとい

うことt主人,撫 挙りました。主人は

常 「々白山へ子供達と登ってみたい」と言って

いましたが 何しろ京都生まれの京都育ち。自

分も登れるか自信がなく,まず医王山に登って

み|ぅ と考ネ了!ヽ
たのでした。それで,―Ar

家にいるよりに 天気もいいことだしと,そか
けることにしたのです。私は医王山ぐらい,地
図なしでも軽々と歩けると思っていたので,

髯子ってくれば?」

と言っただけでした。ヮングル時代に学んだこ

とを すっかり忘れてしまっていたのです。あ

の時もっと詳しく調べたり,教えてあげていれ

ばこんな事にはならなかったと,何度悔いたか

わかりません。初めての山ヘーAr入る恐ろし

を全く気付かずにいたのでした.

夕方 6時になっても帰ってだ )ち ょっと遅

いなあと思いました。が 主人は疲れるとどこ

自黙ソ09号より

でも昼寝をしてしまうので,車の中で寝ている

のでは――‐とも思いました。その曖は7時頃まで

まだ明るかったので,<寝ぼすけめ !>なんて

楽天的に考え,暗くなると危ないのになと,や

や気麟か0な饉 でした。

8時を過ぎて,さすがにもう真っ暗。遅いな

あ。早く帰ってくれればいいのに‐―Ъ ‐

8時半を過ぎると,い くらのんびり屋の私で

もさすがに「やっばりおかしい !」 「何かあっ

たかも」と心配になり,見にいくことにしまし

た。くもし車の中にいなかったらどうしよう>
と不安ながらも,子供達を祖母に頼み でかけ

ました

途中本当に不安でした。アクセルを踏んでも

なかなかスピードがあがらず どうして速く進

まないのかとあせる■方で,何かがおきていた

らどうしようと確かめたくないような気持ちも

ありました。

見上峠にやっと着きました。その辺りに車は

ありませんでした。何かホッとした気持ちにな

り,さ らにキャンプ場 〔戻Tの里)まで上がっ

てみました。辺りは暗く,静かです。卒業以来
-40-
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来たことがなかったので, こんな所あったかな

あ?変わらたみたいだなあと思いながらも,車

が見つからないということ義 もう
~Flbし

てい

るということだといい方に解釈し, ちょっと安

心し,ひと周りして帰ることにしました。

ところが 見上峠まで戻り,パス停近くのち

ょらとした道の所で念のためと,曲がらてみる

と,何と主人が乗っていった車がボツンとあっ

たのです。ええっ :ど うしてあるの !?主人が

この真っ暗な山の中に―Arい ることを香定し

たい気持ちで一杯になりながら,急いで覗きこ

みました。いないのです。鍵の力功 っヽたままの

車をガラス越しにのぞいても一やっばりまだ山

の中にいるんだ !否定したくて,I「― き直し

ても,やっばりいません。 rパパニ」と叫んで

みても何の応答もありませム

<どうしよう一>思いついたのは とりあえ

ず家に電話することでした。場 のある所まで

少し下りて,家に電話しました。

「いないよ。どうしよう一Ъ」

というの赫 でした。

「まあ,とにかく帰ってこい。」

という父の言葉にうなづきながら

「 もう一回確かめてきてから帰る。」

とやっと返事をして,また見上峠まで戻りまし

た。さっきと同じでした。し―んと静まりかえ

った中に車が‐台ポツンとあるだけでした。や

っばり山の中なんだ―‐→動かぬ事実がやっと納蒔

できた気になりました

家に戻ると,親しくしている近所の人がかけ

つけていました。「 どうだった?」 と聞かれて,

思わず泣いてしまいました。それでも家の中に

入るとく私がしっかりしなくらちゃ>と緊張

感がみなぎってきて,<私が探さなければ>の

覚悟もできました。でも,人では不安なので,

主人の義兄と近所の人と,二人で行くことに相

談しました。その時はまた 自分達だけで探そ

うと思っていました。

しかし 母は

「=応 派出所に届けておいたら?」

を言って,でかけていきましたo戻るまでの間

に,私は子供達|こ

「 7ウ がヾ山へ行ったきり帰ってこない」ことと,

「′ウ をヾ探しにママがでかけている間 おばあ

ちゃんの言うことをよくきぃてね」

をくり返しいってき力t寝 かせました。一番

上が小三 下瘤 というi開攣吹なので,心

配でしたが そんなことはいっていられませれ

くとにかく探しに行かなければ>という緊張感

で張り詰めていました。

なかなか母が帰ってこないなと思っていると

その母から電話がかかってきました

「いろいろ間かれるので,派出所まで来るよう

に」

ということでした。すぐ行くと

「どうして―Aで行ったの河

な とにかくしつこく闘かれました。どうして

なのか初めはよく分かりませんでしたがt自殺

を疑っているのだとようやく分かり,

「そんなことはないと思います」

と答えていました。

「とにかく,私違て探しますので」

というと

「 こういうケースは初めてなので,中署に連絡

してみます」

そうしζ 私が中署へ出向かね戯 らないこと

になり,近所の人と中署へ行きました。そこで

も自殺の疑いはないかと何度もきかれました

秒 人に

「―
t出さないといけない」

円鷲韓やあ田みなさい」

離 会の人を二人程お願いして,出てもらっ

てくださいJ

と言われました。

<あの‐一そんな大袈裟にしなくても‐―>と,医

王山ぐらいで運難騒ぎなんて,ちょっと恥ずか

しぃという気持ちが その時までは 正直いっ

てありました。けれども,も うそんな恥ずかし
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がってなんかいられない,警察の言われる通り

にしなくては と思い直しました:

深夜の11時に,警察の方と見上峠で待ち合わ

t主 人の乗ってきた車を教えました。何か手

掛りはないかと覗きます基 何もありません。

警察の方が車で二回りをされ 私達の方は中署

に戻り,次の日の打ち合わせをしました。

警察大と戻T山の消防団へは警察から,猟友

会へは翌早朝父から連絡をいれてもらい, 5時

集合となりましたし朝の弁獅 お握りを作った

り飲物を用意したりすると, もう夜中の3時に

なっていました。

4時には家を出なくてはならないので,300
だけでもと部屋へ体みに行きました。いつもな

らぐっすり眠っている長男がむくっとlF_きて

「見つかった?」

と小さな声で闘きます。その言葉に涙がこぼれ

ました。

「朝になったらまた探しにいくから,心配 しな

くてもいいよ。」

と言って,寝かせました。

すぐ時間になり,見上峠に4時半に着きまし

た。約束の5時になっても警察がなかなか来二

イライラしました。やっと来て,まず章で林道

沿いに見てまわることになりました。

車でどんどん登れるようにならていたのには

びっくりしました。朝日がとてもまぶしかった

のが今でも思い出されます。― Rの医王山

とはすっかり変わっていました。もっと下調べ

をして送り出せばよかったと,またも―
こ

みあげてきました。

それから少し山道に入ってみました。驚岩の

方が気になりましたが:警察犬の邪魔にならて

はいけないので,一日集合場所べ戻りました

こんな時だけと 久し振りの山道をとても懐か

しく思いました。この頃にはもう居直ぅたよう

に落ち着いてしまいくしっかりしなくては>と

ばかり思っていました。

1虔軋走_1清防団::猟漬会:警察が集まるのた

時間ががかりました 早く探しに行きたい気持

ちを押さえながら

「ありがとうございます。」

「ご迷惑をかけてすみません:よろしくお願い

します。」         .
と,人,人に挨拶してまわりました。町内の消

防団の方々にも来ていただき,申 し訳なく感謝

していました。そうしているうちにやっと捜索

が開始されました。ふと,同期の栂君にお願い

しようかなと思いましたが まあすぐみつかる

だろうし こんなに大勢の方がおられるのだか

らと,打ち消しました。     |

私は警察犬の後ろを歩きました。他の方は4

方面ぐらいに分かれて (確かではなく,ぼうっ

と蘭jヽてし`た)探しに行きました。動

度も行ったり来たりをするのには閉口しました

それでも自元の山頂に着き,ホ ,と して,主人

もここまでは登っためかなと思いました。手掛

りもなく下りることになりました そd喘 右
手のプッシュの中に歳岩わ方向を示す標識があ
りました。私はそちらか気た鞍りましたが

「 ブッシュがひどいから元は 戻りなさい」

という指示にうなずくしからりませんでした。

その時は気が張っていたせいか自分でもびっく

りするくらい足が前に出ζ 歩けました。人間

って気持ち一つで頑張れるものだなと感心した

りもしました

下りてからまた林道沿いに車で回りました

いっこうに何の手掛りもありませム

お昼近くになっても何の連絡もなし。そ捜索

隊の方々の昼食を用意しなくては>と,気を回

しながらも,く どうして見つからないのだろう>
と不安が大きくなり始めていましれ

とにかく署い日で,みなさん汗だくでした

私も昨日来の睡眠不足と署さで,だんだん疲れ

てきました。

昼からも車で林道を走りました。く捜索隊の
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方々が頑眠って探し続こ資 下さっているのだか

ら大文夫=私
はともかくしっかりしていなくて

は>と自分を励ましながらもぅなかなか情報が

入りませた <も しかして一>がふっと浮かん

できては くいや,絶対見つかる>と信じよう

としました。

天候が急変し,雨が降り始めました。車の中

でついうとうとしてしまいました。何か外が騒

がしい一<も しかして>と外へ出てみると,

「見つかった」という情報が入ってきたのでし

た。探していただいた方 へ々の感謝で一杯にな

ってしまいました。

こうして,夫の遭難嘲 助で終わりまし

た。

大に「どこで迷ったの力」 と聞くと一

自7Eの山頂まではふうふう言いながら登り,1帰

る時 もう疲れたので林道に下りて歩こうと思

っ】ヒ 地図を見て,上りと違う道を選んだのが

間違いだった。結局沢を下りうことになり, ど

んどん下って滝 (編者注 ;白姫滝か?勤山道は

途中から沢を離れ 左岸岩壁につけられている

箇所で・九 通常ここま・O桜い |こ ι堪い ませた

箸 は異議 で動 なく,紳 の強 に

気付かoまま沢をたとってしまったようでつ

まで来てしまった。もうどうしようもなくなり

そこでずっと難 していた。」兜 滝の上の

校につかまり:助けに来てくれるのを待った。

夜が明けても、前ば醒 後ろは沢で登り返すカ

もなかった.ヘリコプターの音が聞こえ,その

姿は見えなかったが 自分を探しに来てくれて

いるのだなあと思った。随分時間がたち,急に

曇ってきた。雨が降って水の量が増えてきたら

もう助からない。滝を下りようと決心し,死ぬ

思いて下りた。この時にでた力は 今思い返す

と不思議なくらいだった。滝を下りると道が開

晩 鳶岩の下の所に出て,やっとの思いでコ蛇

の滝の下の広場に下りた。座り込んでいると,

上の方で人の声が聞こえ,思わず「助けてくれ

え」と叫こ 救勁された。

は 吼 地名は編者が補足しました。)

大勢の方々に壽 してぃただき,本当

に感謝すると共に,山の怖さにあらためて震え

る思いです。私自身に あの時ああしてぃれば

と,反省ていっばいです。    '
思えば大学噺に ヮンゲ/pに入った私は 主

人と同じ「繁赳 でした。そんな私が山に登れ

ていたのは 先輩方の教えがあったからこそな

んだと,"年近くも過ぎてから気付きました。

新聞などを通じて心配して下さった方 ,々本
当にありがとうございました。

このわず江 日後に 江口さんの言
―

ら

されました.二学年下の彼女とは お正月に一

― スキーに行った臨 久しぷりに出会って
いました。その臨 主人も江コさんに会ってお

り,言卜報には驚いていました
つい三日前には 私達家族の前にも「E」 が

たちはだかっており,そこがら生還できたばか

りでした。皆さんは馬鹿げた話と思われるかも
しれませんか

「あの滝を下りる時に出た不思議な力は もし

かしたら江口さんがくれたのがな」

と,主人は言い,私もそんな気がしてしまいま
した

彼女のお通夜の席ではそんな思いも重なり,

なかなか立ち去りがたく,心からご冥福を祈ら
せていただきましたも
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《OB会費期別納入一覧表及び納入者名一覧表》

(1)OB会費期別納入一覧表

(平成 6年H月 10日 現在)

鰤別 対象

機

振込

巻数

振連金額

i期 1 10,000

2期 0 0

3爾 17
，

お 122,000

4期 7 3 30,C100

5期 15 4 34,000

6期 一ｂ 42,009

T期 19 4 4tl,000

8期 18 5 55,000

9期 20 iO 100,000

10期 12 4 40,000

11期 19 9 84,000

12期 12 4 40,000

131tl 8 80,000

14期 2 20,000

i5期 18 13 135,000

16期 14 9 82,000

17期 つ

“ 5 5Cl,000

18期 15 9 82,000

19期 ・２ ミ
び 50,000

20期 18 質
Ｊ 44,000

期露1 対象

者数

振込

者数

振込金額

,1期 17
ビ
妙 42,000

22期 15 5 42,000

我3翼月 帥 i3 130,000

24禁霧 15 5 36,000

25翼月 14 _/1 32,000

26期 脅
） 4 40,000

27翼月
う

ん 2 20,00fl

28其層
，

】 4 40,000

29期 ，
″

つ

“ 20,000

30質月 16 1 10,000

31期 9 l 10,000

32期 4 10,000

33期 7 つ
る 20,000

34期 12 0 二
し

35奏澤 7 1 10,000

合計 449 167 1,602,000

(注)夫婦会員ιま対象者数は 1名としてあります。また、住所不明、

海外勤務、死亡の方は対象脅数から除いております。
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督 覇 卸 蜀 よ り

会報「冬号にに 一律に一言通信はがきを同封してあります。各積に記入のうえ即

投函されて下さい。特に)勤務先電話番号 儀臨 も)をお忘れなくお願いします。

現在の名簿でに
―

tGと夜潤腱籍には足りますが 軸 には間に合いませ

ん。連絡網を今後設定していく予定もありますので,お願いします。
一言通信一この欄に,ち ょっとした同窓会がわりになります。近況をお知らせ下さ
い。来秋「月見の宴」を予定していますので,小屋の思い出や,企画への要望など

もお願いします。 (一言通信で足りない方は

'州

熙澪こされて下さい。)

「月見の宴」の出欠―企画を練るために,さ しあたりの希望概数をつかみたく,ご
n―Fさ ぃ。次回 '5夏号に案内を同封し,正式の出欠をとらせていただきます。

☆OB会費払込について

摯 罐 は 夏号に同封することとし,今回は同封されておりません。お

忘れの方は できるだけ速やかに払込をお願いします
=払

込票を紛失された方は

郵便局で用紙を請求されて,下記口座番号を記入の上 払込されて下さい。

00780-3-14120
,  金沢大学ヮンダーフォーゲル部OB会

(1年分は二千円です。できるだけ5年分■括そご協力下きい。)

編 集 後 記

昨勇 OB総会が盛会で終了した臨 ホッとすると同時に,ま た未踏の山が見えたよう

に思ったものでした。本当にやっていけるのだろうか?

今回の冬号で,よ うやくレールが撃け,その上を FO B号」が走り始めたような印象が

持てました。もちろんそのエネルギーは 皆さんからの会費の払込 うれしいお便りの数

で々す。会覇発行の7月 ,11月 は 盆 (夏体み)と慕れ ⊂調)前に,編集・I「EIl・ 発送

などを終わらせ,できるだけスタップに負担のかからない時期―‐‐と,設定しました。しか

も,会報が皆さんのお手元に届くのは ポーナスで懐の温かい頃と‐一綽 っばリランゲル

OBって,パヮーがあって, しかも頭がいいんですよね一う。

鼈 会報中の植物面也 県自然保護課発行のナチユラリスト手帳から転用 α醐  大野

政信氏もイラスト担当)しました。また,OB名簿には 在部中の死亡者名を追加げるこ

とにしました。

現役達は,12月 23日 より3泊 4日 で荒島岳へ冬合宿にでかけるとのことです。山にはス

キーができる程に雪が降り,下界の方は程々に一と勝手なことを願いつつ, どうぞ告畿

よいお年をお迎え下さい。 麟 局長  舟田 節子)

OB会 報
「

や ま ざ と 」 '34冬 号

発 行 日  平成6年11月

発 行 者  大島 良治    金麟 ヮンダーフォーゲル部OB会
編集責任者  舟覇 節子    発 局 金沢市橋場町欝-43

印   扇1  刺 II 晃成        40762-22-9288
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